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発刊にあたって

本書は主要地方選勝本石田線道路改良工事に伴い平成19年度および、平成20年震に

施した，原の辻遺跡の発掘謂査報告書です。

原の辻遺跡は f差是志倭人伝jに記される「一一支圏jの王都として特定されています。

弥生時代におけるクニの実体を解明できる稀有の遺跡:として，平成12年度に国特別史

跡に指定された重要な遺跡で、す。

平成19年震は欝繰地IR，八反地区，池田大軍・原地尽を，平成20年震は原地区を調

査しましt.:.o

平成19年震の調査成果としては 八反地区より貨泉2枚が出土したことがあげられ

ます。この結果，原の辻遺跡における賃泉の出土は15部呂となります。弥生時代にお

ける「市jの存在や交易について，新たな発見を期待させるものですc また間繰地区

では石鎌や石斧などの石製品が多く出土しましたc これは爵繰j也氏における石器工房

の存;在を示唆しており 原の辻遺跡、の全容解明に資する成果となりました。

平成20年度の調査成果は，翠槍墓18基，土壌墓19基，籍式石指墓 1基の計38基もの

填墓遺構が確認されたことですc また鉄剣や刀子，勾玉や管玉 ガラス玉などの副葬

品も発見され.原の辻遺跡がもっとも栄えた時代の慕竣であることが分かりました。

最後に，調査に際して多くの方々にご協力民いたことに涼謝するとともに，本報告

書が研究の一助になれば二平いです。

20091f: 3 }j 31日

長崎県教育委員会教育長 寺田隆士
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1.本書は，主要~"地方道勝本石田線道路改良工事に{半って平成19年度および平成20年度に実施した京

の辻遺跡の緊急発掘調査報告書である。

{ヂu

2.本書は，平成20年!支主要地方選勝本石田線道路改良工事に伴う緊急発掘調査の予算にもとづいて

発行した。

3.本書に訳語した遺跡の調査地は長崎県壱岐市芦辺町深江鶴亀触および石田耳石田東触に所在する。

4.本事業法長埼県壱岐地方局建設部建設課道路:E1Iが主体となり，調査主体は長崎県教育委員会が，

調査担当は原の辻遺跡調査事務所が行った。

5.謂査組識は下記の通りである c

)の現所属は子成20年3月現在¥・'"予すぞ 1 平成19年度

勉安楽長序f原の辻遺跡調査事務所

貴夫宮崎長課

※調査担当(現住世保文化財調査事務所)逸朗村JIl係

-由叩il
 

森崎長

敏期焔丈化虫干保護主事

経広林文化慰保護主事

※謂査担当(現長埼県教育学芸文化課)利意小体文化前保護主事

平成20年度(2) 

勉安奈長所原の辻遺臨調査事務所

※報;号担当夫
世
一
円
(長E年三

義仁1m;土長{係

※調査担当敏則
開
閉
山
止人}
 

文化財ふ保護主事

※調査・報告担当底広寺本丈化封保護主事

に~Xj.去した遺物の実測および、製図は原の辻遺跡調査事務所が行った。

7.本書収録の遺物，図面¥

8. 岳然科学分梓は吉環境調:究所(日19年史)およびパレオ・ラポ (H20年宣)

は!京の辻遺蕗調査事務需で保管している。

6. 

L た。

9.平面産角寝諜はIBB本部地系(1系)を{吏培しているつ

10.本書のjとはすべて方眼北 (O.N) を使用している O

11.本書では挿盟国版を Fig.，表組国販を τab.，写真図版を Pho.で表記している 0

12.本書の執筆は宮崎と林が行った。

13.本書の編集は林が行った。

遺務内に設置された既存の基準点について，平成震4月1Bの測量一j去の改正に伴い壱岐;地

i区に高さの基準である冨家水準点が設f置され，標高の観i~ìJ を再震実施したところ， 0.417mの辻

i 去があったことが朝関した。したがって，平成17年震の調査および報告書から 0.417mの鯵
[正を行った訴しい襟高鐘を採用するものとする O
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I章遺跡の立地する環境

仁地理的環境

r...又高にー海j度る千余里，名付けて議海と日い，一大i翠に至る。宮は卑持といい，副官は卑奴母
離と白う。方三百塁可，林や叢林を多くし，三千許の家が有る。差に田地を有L，留を耕しても猶

食に不足し，同じように斡に乗りて南北に市擢している…j

このように f強志棲人伝jにて記される壱較は対馬肉禄ヲ大陸と百本を結ぶ飛び石のように玄界離

に浮かぶ島である。一南北約17km，東西約15kmのやや南北に長い本島の況か多くの窮鳥からなり，総i弱

震約138.8krrl，人口は約3万2千人を数えるc 本土との交通手段は海上交通が主で，福両県i専多と佐

賀県呼子へ最短が結ぼれているO 長崎県には重通の交通手設が空路しかないため，行設区分としては

長崎県に属するものの文化的，経済的には福両県とのつながりが深い。

j完全体の地形は比較的平土塁な接岩台地で，最高峰の岳の辻岳でも諜高213mにすぎない。これ辻

志倭人伝jで「…宿る所絶島…土地はUI験しく，深林多く，道路拡禽鹿の窪の如し…良田無く…j と

される対馬とは対照的である。 r諜志霞人伝jでi土[…田を耕しても議食に不足し...Jと記される
が，島南伊東部の深江田原は県内第ーの沖積平野で，今日では関場整積も進み，有数の穀物地帯となっ

ている。涼の辻遺跡はこの中心部に位量L，甫から延びた吉状の台地(標高18m)を中心に約100ha

の規模を誇る。また遺跡北部には島内最長の播鉾JII(約8.8km)が流れ，東へ約1.5km進むとやがて内

海湾に注ぎ込む。この婚鉾Jllではi霊場整備に伴う河岸整備が行われる近年まで高潮の遡上がみられ，

また遺跡より約2凶上流に辻「船構jという地名が残っていることから，太古より水上交通として機

能していたことが想像される G

大事毒畏冨

総E富積

耕作地

森林

その他

単位は万五丁五一林|耕 地;総:記

[対罵 67.41 631.91 1O.6! 

!壱 岐 50I 48・至上 401 
逗~盤姐白ーー盟国...... 園長 Tab.l 壱較 e対馬富麓比率表
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2弱震史的環境

壱岐における18石器時代の遺物は名切遺跡，松崎遺跡，鶴田遺跡など島内の数カ所で確認されてい

るO また原の辻遺時からは昭和50年(1975)に台形石器・ナイフ理石器・据石器・結石核などが広

顕にわたり出土した。替に台影石器は姶良火山灰 (AT)I奇夜註後の石器組成の重要な器麓として「涼

の辻型台形石器jと呼称されることとなり，時期は剥片尖頭器との共伴からナイフ形石器丈イヒ中期後

半におくことができる。また平成3年 (1991)には遺跡丘陵西fUUの水田下180cmの寝護士層からナウ

マン象の臼誌が出土している c ナウマン象と18石器の共梓は確認されていないが，絶滅した動物化石

とそれを狩猟した人類の遺物がIPJ時に出土した例は全閣でも長野県野尻湖遺跡などがあるにすぎず，

掠の辻遺跡はその簡に追加される可能性もある。

壱岐における縄文時代の遣部は鎌崎遺跡。名切遺跡，松崎遺跡、などで壱岐島西舗に集中し，しかも

海岸部に立地して子i朝時に遺跡が現れる，いわゆる、溜関帯遺跡が多いことが特散としてあげられる。

鎌崎遺跡は表面採集ではあるが良好な石鈷やスクレーパーなど特撮ある石器が確認されており，特に

全捧を直角三角形状に整形してま辺にゆるい弧状の刃部を作り出すスクレーパーは f鎌崎裂スクレー

パーjと呼ばれ，九州北西沿岸部のみならず朝鮮半島南岸の束三混貝塚でも出土している。

壱i岐における初めての縄文遺跡発掘の事部となった名切遺跡で;ム明和58年(1983)に長崎県教育

委員会によって発掘調査が行われたO この遺跡からはや期から晩期に造られた貯議穴30基が確認され，

底面からカシの実など堅果類が，上面からは人頭大の離や石盟が出土している C 形状の多くがド]形筒

型で，なかにはフラスコ状のものもある。 誘水が見られる遺跡の立地状況から，貯議と灰汁抜きの兼

揺が考えられよう。 諜や石盟泣堅呆類を竪穴に詰め，それに板材で蓋をした懸の重しとしたのだろう。

多様な石器も出土しており， 1.魚揚・狩d#¥・植物採集活動を裏付ける多くの資料を得ることとなった。

事j片石器の素T:.:!'I土黒曜石が多いが，壱岐産の黒曜石の{世に佐賀県知万里子有接岳産の良賞な黒曜石もみ

られる O

また松崎遺跡では幾何学的細線刻文をもち，滑石持末をj見入した縄文前期の土器が確認されている。

この種のものは韓半島の櫛日文土器との関連が指捕されているつ

このように薙認された石器や貯蔵穴などから これらの縄文時代の遺跡が生活の糧をj毎にのみ求め

るのではなく，多様な生活を営んでいたことがうかがえる c また海上交流の活発さも物語っており，

対馬海峡を舞台にした九州北部と朝鮮半島を結ぶ樺上交流が，後の稲作伝播の経路となったことを想

主主させる O

弥生時代の遺跡、は，壱蚊島内で約60カ所が層知されているが，なかでも遺跡の規模，出←士品の

から突出するのが原の辻遺跡である O この遺跡は大正時代に発見され，その後のiieiJJl1改惨工事や耕地

整理に伴ヮて大量の土器やヰ1毘製錦鏡などが，また東亜考古学会による学術調査では貨泉が出土する

などして学術的に重要な遺跡として認知されるようになった。今日まで、の調査で、遺部面積100ha，3 

重の環濠を矯え，石讃みの魁着き場などを害する大規模な集落であることがやj明している C また f隷

;志能人誌jtこ記載された記事と国名が一致する唯一一ーの遺跡と特定され，平成立年には冨特別史長年に指

されている c

車出遺跡はi掻鉾JIIの約 5km茜ffiUの上流にある山南部の狭し に所在する c この遺跡、からは方慈規
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矩鏡や貨泉， ト骨などの祭詑に関わる遺物が出土している O この遺蕗の舗には後にIB式内社の壱岐ー

の宮と称される天手長男神社が鉢形111Lll頂に営まれるため，この地が太古から祭詑的な空間として機

能していたことが想像される。

カラカミ遺跡は標高70mを超える丘陵部に位藍する遺跡で，鉄製釣針や鯨骨製アワピオコシなど漁

撲に関わる特徴的な遺物が出土することから，農耕文化を如実に示す}京の辻遺跡とは吉くから対比さ

れてきた。しかし勝本軒教育委員会が実施した発掘調査(昭和57~60) では鍛錬やト骨などが出土し，

また環譲を構えている点などから原の辻遺跡との関連も指摘されるようになった。朝鮮半島から結載

された瓦壁土器や滑石浪入土器も確認されており，海を糧に生活したこの集落の性格がうかがえるO

車出遺跡，カラカミ遺跡両者とも遺跡の存続期間は原の辻遺酷、と趨勢を同じくしており興味深い。

あるいはこのいずれかが涼の辻遺跡とは役裂を分かち合った，すなわち現前・祭程のためのみに営ま

れた集落で， r卑狩jが統べるi京の辻遺跡に対して手奴母離jが治める祭記的な空間であったかと
思われるが，これは想、橡の域を出ない。

祭最E的な遺跡としては，天ケ掠セジョウ神遺誌をあげることができる G この遺跡は壱岐島の北端部

に位量 L，昭和36年 (1961)，護岸工事のi緊に 3本の中広錦矛が出土しているO おそらくは朝鮮半島

や大陸との境界を意識したもので，外的の侵攻を防ぐ目的と，続海の安全を折、る目的で埋納されたも

のと思われる。

現在薙認されている壱岐島内の古J墳は256基にのぼるが，編年的に4世紀までを選るものiまないc

現在毘知されている古墳で、は大塚LL!古壌が最も吉く， 5i萱紀後半頃に比定されているが，大部分が6

世紀から 7世紀に築造されたものである。形状は円墳が主で，これら占墳のうち90余基が壱岐島のほ

ほ中央部に集中している。これは一地方の古境群として辻突出した規模と内容であり，しかも各吉壊

の間には同じ設計国が龍用されたと思われるt;tどの類似牲が見られることは大きな特殻といえるO

鬼の窟古墳は県 F最大の円墳で，石室は玄室・中室・前室からなり 17mと長い。この吉墳の爵;こ位

置する笹塚古墳も石室は15mと長く，その構造や揖築方法辻鬼の窟占墳と同じであり，その強い類似

性は特筆されるC 県 f最大の前方後円墳である双六古壊もこの吉墳群にある。全長91m，玄室・前室・

羨道からなる石室は全長11mをはかり，自然地形を利用して版築した2設築成である。 謂査により石

室内から金製品ー金銅製品・青銀製品・鉄製品・ガラス二五や須恵器・土語器-唐二彩などの遺物が確

認Jさi'Lている。

古代，律令体制下では壱較は対馬同様に-国(下回)として扱われ，壱uま・石田の2郡が置かれた。

従って出荷が置かれ，やがて国分寺が設置されるのだが，壱蚊では新たに建設す一る経請基盤がをかっ

たのかp 壱蚊直の氏寺を毘分寺に転車した旨が f延喜式j(玄蕃寮)に舎かれている。その記諒に辻

「壱岐鴎直氏寺為島分寺ni割程五fJJとあり，僧二十日が寵かれた諸国の国分寺によとべて規模が小さ

く，そのため鵠分寺と呼ばれることになる G このi鴇分寺の調査では平城様式の軒丸瓦と軒平瓦が少量

葎認されている。平域宮では第 1期(和銅元年~養老五年)に龍用され， r可否資料で、は大和大安寺な
どで出土している。このことは壱岐産が朝廷から沼木を下賜されたことを昔、{象させる。壱i岐夜は宮城

と同じ瓦で氏寺の，支を競ったのだろうか。

古代のi霊感としては串山ミルメ浦遺誌をあげることができる。ここではト占に使馬された海亀の平
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羅や，大量の錨殻が出土している O 亀 i、;ま壱岐島内の弥生時代遺跡では確認されていないが， ト骨か

ら引き継がれたト占の伝統が感じられる。また擁殻はここが識の加工場であったことを想像させるO

なぜ壱較に多くの日石古墳が存在するのか， その理由は吉代の様子から ることができる。ま

ず壱岐には i、占の伝統が弥生時代から受け継がれており，やがて律令時代にはト部として朝廷におけ

る重要な を担うに至ったことである。また壱u皮は太古より海:を生活のう寵としているため海:と交易

に精通した海人技としての性栴も併せ持っている。 6世紀におこった朝廷と筑紫国磐井との戦いで、は，

朝鮮半島西岸，新羅:付近の制海権を していた磐井勢力を伊古島造が駆逐したと n日事記jのi主i造
本記に記録されている。 と朝定との持介をなしうる壱岐の勢力に対して朝廷から何らかの思

賞があったはずで、， おそらくはそれを背景に古墳造営が行なわれたと思われる。

国境の島としての道酷な境遇は古代より壱岐に大きな禍援をもたらしたっ自村江の戦い (663)で

lま多くの壱岐の民が数発されて海の藻屑と消えたであろうし，寛仁三年(1019)の万伊の入冠では壱

粧品守藤京理忠をはじめ多くの住民が殺害または靖国された。

鎌倉時代には文永・弘安の没，すなわち蒙古襲来(元窓)

が叙f言詩的に語られる反面，多くの住民が殺鼓されたc

を受ける O 鎌倉武士団の活躍や神風など

室町時代の壱i枝は「三島の倭冠jのlつとして知られるO 三島とは壱i肢・対馬・松詰(松浦は島で

はない)のことで， 1:委冠とは14~16世紀にかけて朝鮮半島や中匡!大睦沿岸:で活動した海賊的集認のこ

とである。この背景には寵北朝並立から始まる全国的な戦乱がある。もともと農業生産力が低い

島J~主戦苦Lの影響で生活物資を海外との交易(私貿易)に求めねばならなくなり， しばしば略奪行為

を行なうようになるのである。鎌倉野jを通とて壱較対馬の守護識であった少武氏に代わり， この頃壱

較は松浦党五氏(志{左・住志.!呼子・鴨打・ によって分割統治されたとf海東諸国記J(1471) 

るo J文子年 (468)，図書(李朝が授

にー較守護1-1::宮真弓兵部少輔j原式と称すjとありラ志{左

之にある O この中iこ「唯多只(湯岳)購，志佐代官源武，

給した鋸印)を受け歳遣コ二訟を約すc

氏が真弓氏を代官として活発な交易を展開していたことがうかがえ， この交易は三浦の乱(1510)ま

で続けられたとされる。原の辻遺跡の西約lkmに位寵する親域は真弓氏の居域と患われ，発掘調査で

は14世紀頃の高麗象夜青磁・粉青沙器なとぐが出土している。その後文明四年(1472)に程前 i二松諾の

岸岳城主である波多氏が壱岐に侵攻する O その際，松詰党五氏の代官衆が説域で箆域・降服したとい

われるが?先述の通り波多氏による壱i技領有後も志抜氏による朝鮮貿易は活発に行なわれていること

から，壱岐の主導権移行はより複雑であったことが想起される Q その波多氏も内紛から日高・松j甫氏

に伊jされ，平戸を本拠とする松諸誌による壱岐統治が開始される。

松j甫氏による壱岐統治が毘始された頃，長く主売しミた戦国時代も終;需を迎える。九丹、i征{支の捺，豊臣

秀吉のもとへ参陣した松諸氏は領地を安堵される。文諒元年 (592)からはじまる蒋鮮出兵〈文禄ー

慶長の投)では，松j吾氏は第の小直行長配下に編成され， 三子の主主勢で護海している。またその

前年には秀吉の命を受けて 1勝本域を築城している o r衰岐名韓国誌jに円支の!:tに手々に石を持上が
りjとあるように，突貫工事で築城したものと患われるu 現在は勝本誌に向かつて渇かれた外

掛形虎口や， その揚手となる虎口などの遺構が残されている O
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H章調在に至る経緯

仁療の辻遺跡における調査経緯

の辻遠藤は大正年間に

松本友雄によって発見され

た。その後の河川工事や耕

地整理の捺に大量の土器や

中国製鏡などが確認され，

遺跡の重要性が認識される

ようになったc 昭手口26~36

(1951 ~ 1961)年には京

都・九州大学を中心とする

東亜考古学会によって学節

調査が行なわれた。拐の本

格的な発掘が行なわれたこ

の調査で辻各種鉄製品や貨

泉，あるいは韓半島系や業

;長系土器が出土したことか

ら大窪との関連が強い遺跡

として学界で注目を集めた。

反面，地元における遺諒へ

の関心は低く，やがて遺跡 ¥ 

の位置する丘陵周辺では焔

地から水田への転換が進め

られた結呆，遺跡はかなり

GD 

o 200m 
ト一一一一ートー一一ーベ

Fig寓 3 欝査培区f立量圏 (1/10，000)

の損壊を受けた。昭和49(1974)年には石回大原地尽において，水由化改良工事にともなう発掘調査

によって墓域が確認された。この墓域は弥生時代前期末から中期を中心とする籍式石棺墓および蓋棺

ら構成されており， [>(語講を伴う本格的な慕域としてj主註された。この調査を受けて昭和50~52

(l975~ 1977)年に範囲確認調査が実施され，遺跡の範囲が舌状台地の南館まで広がることが確認さ

れたc 平成に入るとi播鉾111流域総合整構事業にともない舌状台地買還の低地部を中心に広範囲な発掘

調査が行なわれたc これにより原の辻遺跡が台地罷辺のis:地部に幾重にも環濠を巡らす，遺跡規模約

lOOhaにもおよぶ大規模環濠集落であることが判明した。平成 7 (1995)年以降は集落構造の把握を

ほ的とした範囲確認調査が実施された。これまでの諜査により環誌の外鱒に墓域が確認され，正陵 L

の調査においては多数の竪穴住活路とともに，丘陵の最高地から揺立柱建物を中心とする祭議場跡が
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発見された。また低地部の鶏査も継続して行なわれ，複雑に巡る王室譲の様揺が明らかになるとともに，

各年度の調査で薙認された環濠関の繋がりについて検討ロJ能な基礎資料を得ることとなった。

また18芦迫町教育委員会によって王F成11(1999)年から，またIEl石田蒔教育委員会によって平成13

(2001)年から遺跡整備にともなう発掘議査が行なわれている。!日芦辺自7は丘陵部を中心に調査を行

ない，多数の住居訴を確認するとともに権(秤の錘)や青銅製ヤリガンナ，中広錦矛や鋳型などの重

要な遺物を薙認している。また18石田認rn土石田大原・石吊大JII地区の墓域を中心に調査を行ない，

結墓22基，多経縮文鏡や結形鍛剣などを確認しているC この遺跡整矯にともなう発掘調査は壱岐4軒

(f告に窺ノ諒軒，勝本町)の合許〈乎成16年3月)により誕生した壱岐市教育委員会;ニヲiき継がれて

いる O

2.本事業調査の経緯

主要地方道勝二本石田綾は遺跡の丘E支部認f~~ を南北に走るが，幅員が狭く朽化も進んでいるため喝改

良工事に向けての協議が平成 5 (1993)年から行なわれた。改良工事に当たっては既存の県道を拡輯

する案も検討されたが，丘陵部では重要な遺講が出土する可能性もあり，また将来的に遺跡整犠を行

なう際の支障となる恐れがあることから，丘i婆西側{民地部に新たに取り付けることとなった。

その関，遺鋳の発掘調査では踏着き場跡などの重要遺構ーが次々に発見され，平成9 (1997)年には

国史跡となり，その3年後の平成12(2000)年には異例の早さで国特7JU史跡に指定されるに至った。

県道改良工事に伴う調査は平成14(2002)年に着手し， 2，400m“の調査が行なわれた O このH14年

度の県道緊急調査(以下， H14!早道) (福田・小玉2004Jでは遺誌頭部低地部が調査され，環濠 l条-

j可道2条・溝 l条をどが確認されている。続く平成15年度の県道緊急調査(以下，百15県道)(林2005)

においても河とく遺蕗西側低地部3，100m"の調査が実施され，河道3条，寄状遺講9条，護岸遺構1

基，樹定敷遺構1基，祭詑;士坑1基，水田遺構(畦醇) 1基，集石遺構 I基，小氾翠桔墓 i基などが

礎認されている O 平成16年度の県道緊急調査(以下， H16県道)(林2006)では原ノ久保A地涯の謂

査を行い，溝状遺構 l条，住居跡1基，不明遺講1基，壊蓋遺構 I基，ヒット群などが確認されてい

るc 平成17年度の県道緊急謁査(以下， H17県道) (林2006) では安~l寺A地区の調査を行い ， ii百道

跡1条などを確認している O 平成18年度の県道緊急調査(以下，日18県道) (林2007)では不接地区

では譲2条， ?誇3条，土坑2基，ぜット12基を，池田大原地区で譲2条，不明遺講1基タピット294

基を，原ノ久保A地区で濠1条を確認している。

7 



理章平成19年度調査

上関繰地藍

(1) 欝査概要 (Fig.4 ) 

間繰地区;ま醤場と排水路にまたがる南

北に縮長い調査亙で，調査期間は平成19

年10月248から平成20年 1丹31日である。

今田の謂査では河川跡を確認した。この

持JII~事は平成 7 年震の (以下，

H7菌場) (!11下 -111口1997)における

[大溝jおよび、H17県道〔林2006)にお

ける rirfJ道路;Jと一連のものと判断され
る。また河Jll跡からは人頭大ほどの様と

ともに弥生土器片が多数出土した。

(2) 土躍(Fig.5) 

基本層序は9層に分層される G 1層は

揚色土 (HuelOYR4/4)， 2 層;立以 F~J 急

粘質土 (HuelOYR7/1)， 3"震は褐灰色

粘質土 (HuelOYR4/l)で，本市耕作土

や霞場整需工事における造成土などの堆

語である。 4a層は褐灰色士 (HuelOYR

-----

-------

ト17題場

X84550 

Fig錘ヰ 欝操地区全体罷(1/1ラ000)

， 4 b層は福灰邑粘質土 (HuelOYR5/1)，5層は黒褐色士、 (Hue10YR3/3)，6層は謁;火e.1砂醸

土 (HuelOYR5/1)で，須恵;器や古代の遺物が出土している。 n長は暗褐色混襟二七(HuelOYR3/3)

で河川跡、の堆掻物である。拳大から人頭大の諜が80cm以上堆讃し弥生土器片が多量にこしている。

8冒は青灰邑土(立出5Y8/4)で，嵐化諜からなる である。

(3) 遺構

河JlI藤 (Fig.4， 6) 

は深さ80cm:f主度の堆穫があり， (H 7 よびH17県道)の際にも再検の状況が

確認されている。花粉分析の結果， 7層では詑斡が誌とんど検出されず，水流や粒筏による、拘i丸選

別を受けたことが想定されている。出土Ll::土器の時ttJ:Jは弥生時代中期r}J葉~中期終末を中心として

いる。この土器の出土様相も通年定調査の内容と

石斧の廷か，石剣の未製品が出土している。

9 一一

る。また土器以外にも
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(4) 遺物

①土器

7層出土土器 (Fig.7 ~ 9) 

河川替の堆積である 7層の出土土器を説明するつなお，北部九州系弥生土器の時期、間断については

宮崎編年〔吉崎2005)を参照した註 1) 0 1 ~27は斐の口縁部である。 1 は口縁部の断揺が[如意輪j

7ちとな i入先端下部に刻自が入る。 21ま調i誌で 2 本のj主義が入る O ともに前期 I~II 期の資料である。

3は口縁部の断面が f三角j形となり，くび、れる頚部に 1本の沈線が入る。中期 I顛の資料である。

4~6 は口縁部の断面が「コj の字形となり，口唇部先端が口縁の屈員長部よりも高く位霞し口縁部が

内1<<1]に{境斜する。 4は口殺者15下に 1条， 5は2条の三角突帯を施すっ中期立期の資料である。 7は[]

縁部の断面が fコjの字形となり，口唇部が水平に伸びる O 中期国期の資料である。 8""'13はn縁部

の断面が「鏡先j形へと移行し，口縁題曲音1$内簡のつまみ出しも明瞭となる O また口縁部下に l条の

三角突帯を施す。 14は三角突帯のないものである O 中期N期の資料である。 15は口禄部の控)f面が{鋤

先j形ではあるが，全体的に角張った印象を与える。外面には丹塗りを施す。{定地域の資料と思われ

るc 16は斐棺材で内面に丹塗りの痕跡がわずかに残る。[]禄部が内部に大きく張り出して外側に;土張

り出さず，口縁先端部が低く i填斜する O 構D編ー年〔構口2005) の KIIb~c に比定され，弥生時代中

期前半の資料である。 17~28は蓋の底部である。 17~20(ままが大きく出んで上げ底となり厚みのある

裾部がやや広がる。中期 I期の資料である o 21~24は底の凶みは浅く， )享みも減る。 中期豆~田期の

資料である。なお22は報入品と思われる。 25""'28は平底となる。 28はまに穿孔が見られる O 中期Wへ A

V期の資料である o 29~34は査である o 29は広口壷の口縁部で，内面に丹塗りの痕跡がある。中期E

期の資料ーである。 301土産口査の口縁部で，タト面に丹塗りの痕跡がわず、かに残るっ 31は占墳時代の査で，

ull塗系と患われる o 32~34は壷のま部である。 32はE支部に設があり，前期末の資料と思われる。 33t土

外語jに丹塗りの痕跡が残る o 34はやや底が!~~む。 35段高杯の口縁部で，断面が[錯先J 1ちとなり， IJ

縁き15上面、に放射状の暗文が擁される。また全面に丹塗りの痕跡が残る。 36~38は高杯の興部で， 36¥ま

丹塗りの痕跡が残る。 39は器台である C 高均二，器台ともに中期の資料である o 40は須恵、器杯の坪部で，

上層からの混入と思われる。小田編年〔小田1979)のIII-A式(6世紀中頃)によと定される資料であ

る。 41~42は朝鮮半島系無文土器に類似する資料である c 41は鉢で口縁部下に指オサエ，鋼部に;横ミ

ガキ誕のナデで仕上げる。 42はi完封;の錦部で，ハケ誌の後にナデ拐して仕上げるc

6層出土土器 (Fig.9 ) 

43は査の口縁部である o 44は布留系歪である。 45は高坪の騨部で，古墳時代の資料である o 46辻翠

の口縁部で，外面にはスス痕が付着する。奈良時代の資料である o 47(ま轄の羽口と患われL，熱を受け

ている。 48は青議器の碗の高台で，見込みに花弁文型押を施す，明代の資料か。

5露出土土器 (Fig.9) 

49は須恵、器の査の底部で内外面ともにロクロナデで仕上げる。古代の資料と思われる。 50は須恵器

の杯の葦で9 外面i土ロクロ右自り屈転ケズ1)が克られる。娃或は良好で堅殺な仕上がりである o 1，ト

-16-



編年のll-B式によと定される資料で、ある。 51は青磁器の離の口縁部で竜泉窯系の資料である。森田-

i黄田編年〔森麗・構831978)の碗1-5-b類に比定される。 52は白磁器の続の高台で，円板状を

する。見込みには透明粧が施されているが，高台は露拾である。白磁擁V類に比定される。

4 b麗出土土器 (Fig.9) 

53辻楽浪系瓦質土器の鉢の口縁部である。ロクロ回転ナデで仕上げる。 54は土師器のi高杯で，ほほ

完形に近い。吉墳時代前期の資料である。 55は青磁器の盃である。見込みにはクズが付着し，高台は

露胎である。明代の資料かと思われる c

〈言)石器 (Fig.1O~ 12) 

56， 58~62， 55"'59は7層出土， 63~64は 6 層出土， 57は出土壌位不明で、ある。 56......57は黒曜石で，

ともに星鹿産のものと思われる o 56は丹擦である。 571土f吏用痕のある誕片で，右1AU縁辺の全体にわた

り需用による刃潰れが見られる。左側縁辺は後世:の剥離のため不明で、ある O 全体に壁滅しているため，

移動してきた可能性もある。 58......59は石包Jで，いずれも立岩製であるO ともに外湾形の半月形で方

部は両刃，背はほぼJ平坦に仕上げられている。議打による穿孔の途中で破損した未完成品と思われ，

〆下

ji j j 
69 

く二て二二〉
O 10cm 

Fig.12 関繰増産石器密Q)(1/3) 

-17-



特に58は途中まで穿孔した痕跡が残る。 60.....62は石鎌で，いずれも頁岩裂である。 60は基部の破片で，

刃部は雨刃加工かつ産銀刃で，丁寧に詩磨されている o 61は基部の破片で，刃部は方刃加工かつi直線

刃で，研磨の痕崩;が見られる o 62は先端部と基部鶴面部(柄の装着部)が欠損し，克蔀iま両刃かっ藍

線刃である。研磨がないため刃部の研磨加工の爵に破損した未完製品か，あるいは打製石鎌である可

龍牲もある c 63"""64は出石で， 63'ま多孔質玄武岩製で平在百円形，平坦面の2面ともに出面，錨面全体

;こ鼓打痕が見られる o 64は玄武岩裂で手国語丹形，平坦fmに浅い自彊， 1RIJ冨の4t立iに鼓拝喪が見られ

るo 65-66は貞岩製の方柱状片刃石斧であるO ともに断面が三角形となるよう議打によって成形され

ており，同じ技法で製作されている。 66辻扶入が晃られる o 67~69は頁岩製のお剣である o 67~68は

茎が作り出されて関が明瞭となっているが， 69'ま茎が未成五三である。いずれも身を舗面から薮打して

刃部を作り出す成形過程が見られる O

18 



2場八&.地区

(1 )調査概要 (Fig.13~14) 

八反地区の欝査はA~B 匿の 2 カ所を

行った。 ALRの調査面積は30rずで，謂査

期間は平成19年6月25E-1から同年7月25

告を要した。このALR地点は農道である

ため，日141早道〔揺由・小玉2004)およ

びH15県道〔林2005)の際;こ未調査であっ

た所である。またBLRは農業用ポンプの

あった所で，謂査面積は45m
2
，調査期間

は平成19年10月25日か

ら平成19年11月15Elを

要した。

A区では古代の水田

畦畔跡と推測される

講が検出されているが，

記録がないため詳細は

不明で、ある。 B区では

撰状遺構が2条 (SD 

Iおよび、SD 2)およ

び、ピット 4基， また一吉

1tのものと推離される

校が確認されている c

SD1の覆土である 8

より，貨泉2枚や朝

鮮半島系無文土器，弥

生土器片や木片などの

遺物が出土しているc

印
『
4
d

〈い山

ωω

∞。

〈
ぬ

ωωom

Fig笥 13 八&A~強区全体留( 1 /200) 

-r<83蹴

〈
ぬ

ωωuwO

Fig.14 八度B地区全体笛(1 /80) 
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a 

(2) 土屠 (Fig.15)

①81&北壁

1 

b 

標高=5.5m

1 i 

12 世世伺ごτ明。同時北壌土層
戸

o 3m 
トー~一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一--1

ヰ
標高=5.5m

2 
頭髪土層

7 

Fig.15 八.&8地豆土彊霞(1 /60) 

1 ~ 31言はH14県道調査の埋め戻し土である。 8~121語がSD1 の覆土となる。 8 唇 i土黒褐色砂萱

土!膏で，弥生土器片や木片が多量に出土している。 11層;土}天才ワープ邑粘安土層， 12層は灰色粘安土

躍で遺物は出土していない。なお，上記以外の糧{立については注記等の記録がないため説明を省略す

る。

08藍霞撃

11言;ま撹言Lが著しく，票、掲色や掲灰邑の上層 じり合っている。 61語の黒褐色砂諜士喜より多量

の土器片と加工痕が見られる木板などが1:1:¥土しているO なお? と記以外の層{立については注記等の記

録がないため説明を告、密告する c また土麗分誤報に不自然な点もあるが，議査担当者の記録のまま沼化

した。

(3) 遺構 (Fig.]4) 

S D 1 

B区で検出した。遺構検出規模は南北約 7m，東西約4m，奈さO.7mで、ある。流れの斡;ま南東一

北西をとる。遺講の覆土は4層からな 1)，そのうち 8愚から貨泉や朝鮮系文土器，また多量の砕生

20-



土器片や木片が出土しているつ H141早道調査における第9謂査誌のSD4との繋がりを検討したが，

斡が異なるため5.l1Jの遺構と思われる。しかし， H14~芸道調査の成果との整合性で疑問が残る。

②SD2 

B[豆で検出したの遺構検出規模は南北約1.4m，東西O.7mである。この遺構の高1N1Jでは，平成11年

度の農道議査 (2000村JIIJが行われ，付近より 3号10河道が検出されている。 SD2と3号18河選と

の繋がりも想定できるが，記録の不備により平面的な繋がりを確認することは困難であった。また3

号!日尚道は検出!揺が甫北約6mで、あると報告されるが，このSD2は検出J!J言語?南北3m弱しかない。

:雨量構が擾めて隣接することを考えれば，仮にSD2が3号rFl河道の終息地点であるとしても，遺構

が挟くなりすぎる!惑がある。

宰ピット

ピットより土器片が出土しているが，摩滅が著しく?時期の判断はできごよかっ

(4) 遺物

①土器 (Fig.16~ 18) 

6層出一二ヒの資料を説明する。なお，北部九ナ'"系弥生土器の時期科断については宮崎編年〔震鵠2005)

を参照した。 70~77'ま朝鮮半島系禁丈土器または援朝鮮半島系禁丈土器で、ある。 70~71 辻霊の口縁部

で，口縁部の量rr函が[くjの字となり， r);J面ヤ頚部外面にヘラナデの後にナデ治し調整，胴部はハケ

自の後にうデ潰し議整が見られる。 72---76は護の成部である。 72{ま翠の底部で，内面はヘラナデ，タト

崩はヘラナデの後にナデ請し調整と患われる。 72は外国をヘラナデ(または板ナデ)の後iこナデ指し

調整で平滑に仕上げている。内部はヘラナデ調整である o 73は外面をハケ自の後にナデ消し調整で平

滑に仕上げ，内面は指ナデで仕上げている。 74はま部が不整形ながら裾広がりとなり，外揺をハケ呂

の後にナデ浩し調整を，内面は指オーサエやナデで仕[:ーげている。 75は外部をハケ自の後にナデ消し調

整を， r7-ヨi冨は指オサエや指ナデで仕上げている"76は底部が不整形ながら器広がりとなる。

しく，調整は不明である。 77は衰の絹部で，外語は黒塗りで横方向へのヘラナデ調整，内面はヘラケ

ズ1)の後にナデ請してともに平滑に仕上げている o 78......86は楽浪系瓦質土器の査である。 78~81!土日開

部破片で内外語ともにロク口調整の痕跡が明瞭に残り，外面は黒色である o 82は外面iに縄藷文タタキ，

内面に当具疫が銭る u 83は瞬部から口縁部で，内外語ともにロクロ成形痕が残るが，タト面はナデ泊し

調整が見られる。 84(主主主部から口縁部で，内外語ともロクロ成形痕が残り，タト面は黒色である。 85は

底部で，タト面下部はロクロ成形の後にヘラケズJ)で面取り状となる。内面はロクロ成7f6，底面;こは板

呂痕が残る。 86はま部で，外lIDに縄藷丈タタキを審に施L，内面は指ナデ，一部には当具痕も見られ

るO また器号室を薄くするためにケズリ調整を行ったような痕跡も見られる。 87は陶質土器で内外語と

もロクロ成形の設にナデ議整で仕上げている。

88-97は弥生時代の警である。 88は口縁部で，仁i縁部先端に刻日を誌L，内外語ともナデ調整が見

られる。前期 I~II 期の資料である。 89'ま口縁部で，口縁部の j主rr1ï立が「コ j の字形となり口縁先端部
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分が水平に伸びる。内外語ともにナデによる平滑に仕おずる。中期互理の資料である G 90は口縁部か

ら腕部で，口縁部の断面が fコjの字形となり[J縁先端部分がやや垂れ下がる。外i説および内諾の上

部に丹塗りの痕践が残る。語はナデ調整で平滑にF社上げる。中期亜需の資料である。 91辻仁j縁部から

踊部で，ロ縁部の断面が[くjの字形となり!二1縁先端部分の先端出に沈縁がめぐる。外国はハケ日の

後にナデ指し諦整が施されヲスス疫が残る。内面は口録部の屈曲部にハケ日が残る以外は指ナデによ

り平滑に仕上げられるO 後期I掲の資料である。 92{ま底部で，上げ底1夫となる。外商法ハケ自の援に

ナデ，内面はナデ官時整にスス痕が付着‘するo 1=[1期 I期の資料である。 93は定部で、わずかに上げ底状と

なり，外屈はハケ自の後にナデ治し， 1な面には指オサエが残る。i=t期E主J3の資料ーである c 94は底部で

ほぼ平底状となり，外語はハケ8，内開は指オサエや指ナデで仕 J:.げられる。 中期盟へ V期の資料で

ある。 95!まま部で平底状とな与，内外i語ともナデ仕上げである。後期 I~ 立期の資料である。 96~97

は寂部でやや凸レンズ状となり，外部はハケ臼の後にナデ消し，内琵はナデ調整で'iU二げているO 後

期五期の資料である o 98~107は短頚査で，口縁部の断面が[く j の字形となり 9 外務はハケ告の後

にナデ治して平滑に仕上げ，内面は指オサエ，指ナデで仕上げる G 外i冨および、仁i縁部の内面に丹塗り

の痕跡が残る。 98~102には口絃経由誌に穿孔が確認される。 中野HV~Vj告の資料である o 106は外部

にハケ呂の後にナデ消L，丹塗りの設に黒塗りを施している。またがH主jはハケ日が残る。 後期I期の

資料である。 107は口縁部の新面が「く jの字形になるものの，口縁先端部分が翠く，上方に立ち

がる。外面はヘラナデの後にナデii!fし，内出は損方向へのヘラミガキで仕上げる O 中期 I嬰jか，ある

いは朝鮮半島系無丈土器の資料かと怠われる。 108~112はそれ以外の査である o 108辻銀j先口縁をも

っ広口壷の口縁部で，タlfi'自立横ナデで、平滑に仕上げて丹塗りヲ頚部には縦の培丈が施される。内面は

横ナデ調整である。仁t1聾JV期の資料、である o 109は袋状rl縁査で，口縁部のふくらみに明瞭な稜諌が

走る。外語の頚部に縦ハケ8，n縁部ふくらみ稜藤の上雨は横ナデ講整と丹塗りが薙認できる c 内面

は口縁部付近に横ナデ，頚部にはしぼり痕が確認される。後異1]II期の資料である。 110は口禄部の街

頭が「く j の字形となる査で，胸部外国は縦ハケ宮，口縁外国は I~'部がハケf:Jナデ浩い ヒ部が横ナ

デ「調整で，部分的に赤色塗彩を鑑すc 内面は横ハケ日である乙後期V期の資料かo 111 は重訂査のれ

縁部で，外面はハケ自の後に横ナデ， rjヨi討のlJ縁部は横ナテ腕部にはハケ日の痕罫が残るO 後期V

期~古壌u号J(古壇時代初頭)の資料である o 112は正口査の口縁部でタト屈は縦ハケ呂ヲ内面はナデ
調整で仕上げる。型式的に辻後期の資科だが歩擬朝鮮半島系無:文土器である可能性もある。 113~115

は鉢である o 113tま外面の一部に縦ハケ呂の痕跡が残るが，全体的には内外面ともナデ謡整で仕ト

る。 114も同様に内外面ともナデ調整で、仕上げるが，互支部には指オサヱによって高台:誌の設を成形し

ている。ともに中期の資料である。 115辻内外語ともナデ調整で，やや丸定状となる。議期 I~ll 期

の資料かc 116~117は高ヰである o 116t土口縁部で内外i亙とも横ナデで平活に仕 I~. ，内面にはi詩文

が入る。古墳I期(古墳時代初頭)の資料である。 117は脚部で，内外面ともナデ議撃である。大き

さからミニチュア製品と忠われる o 118は翠で口縁部の民正面が[くjの字形となり，口縁部は内外面

とも讃ナデ，腕部の外面は縦ハケ日，内面はヘラ調整の1:乏にナデ調整で仕上げる。口総先端部分先端
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がとに尖っており，いわゆる i跳ねとげj口縁である。豊前から崩訪方出からの搬入品で弥生時代中

期末から後期初頭の資料と思われる o 119は壷で口縁部が rSJ字形となり，口稼部は内外語とも横

ナデ調整，細部は外国が縦ハケ自，内I掘がハケEIの後にナデ調整， 品部;ニ指オサエの痕拍;が残るっ他

地域からの議入品で，弥生時託中期の資料と思われる。 120はいわゆる再新系護棺の口縁部で，室員、誌

に突帝が1条薙認される。f]縁部の外は横ハケ日，内面はナデ調整である。口縁部上i面にはヘラに

よる山形文が実!Jまれる。播口編年〔構ロ2005)におけるKVc式に比定される。 121は査の口縁部で，

内外面ともにハケ日課整，口縁部J:面に沈糠を越す。口縁部内面に突起;1えの突帯を巡らせている特般

がある。 能地域{周防あたりか?iからの毅入品と思われる。 122は室の底部で内外出jともにナデ謂

底部がやや裾広がりかっ上げ成となる。福南北東部系で弥生時代中期の資料である。 123は錨先

を利吊した土製品と思われる。再開から穿孔されるがともに貫通していない G 124も再様に円

盤状の土製品で，翠の栴部を利隠している。

②石器 (Fig.18) 

125はスクレ)パーで刃部は刃i貴しが施される c 基部に扶りが見られる点などから縄文時代の資料

かと忠われる。黒曜石は良質で，腰長産かと患われる。 126は石核である。黒曜石に器入物(いわゆ

るス)が克られるため壱岐産の黒曜むかと思われる。 127は白石(議石)で，両面ともにl'市札題西

の4面にタタキ国が繕認できる c また部分的にスス疫が付着している o 128は石鎌で刃部の硯磨は見

られず，全体的に民化Lている。

③黄泉 (Fig.19)

賃泉が2点出主している"129は薩窪23腿，厚さ 2~ 1 mm，重量;ま2.0g"13m土産筏23鍛，軍さ 2

~ 1 mm，重量は2.6g0 ともに方干しの輪郭は背面のみであるc
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3. 池田大癒・原地区

制調査概要 (Fig.20，21) 

議査範囲が南北に長いため，油田大原A~C 包，および、原A~B[互に分割して調査を行った。

は1，904m"，調査期間は平成19年4月16日から平成19年8月221]を要したc 池田大涼 1尽の橡:

12mをこえる範囲(調査立の北胡)では水田造成のiをに遺構が部平されている様子が確認されたれま

たi司区の標高11m付近で、はヒットや不明遺構などの遺構が確認されているが，詳細は記録不備のため

省略する c 地図大涼2区では北東から南西に入り込む谷状の!日地]f;が確認できた。油田大原31R，お

よび毘 1~2 は記録不信のため図fとおよび説明を省略するぐ

(2) 土層 (Fig.22J

池田大原白区

5J吾は掲!灰色粘翠土層で，中医鈎磁器が出土している。調査担当者は 8層と 9罵の境に見られる

的凸をt古代の水田掃とし，また黒色土層で、ある10層は沼や沢地の堆積と誰挺している。上記以外の層

[立ついては注記等の記録がないため省略するC

(3) 遺物 (Fig.23)

⑦石器

131は宗j片識である。 漆黒の黒曜石で、あるが，タト面にj昆入物(しミわゆるス)が見られる c

である 10層からの出土である。 132~133は台形石器で， 132は左鶴縁を主要剥離面からの調整，右1111J

を外面からの切断で成形している。 133は1L鶴縁を主要誕離面からの調整で，右側縁はタトi主初当らの

切民rrで成7ちしている O ともに時褐色土層の出土と記録されるため 5層からの出;士かと思われる。

②犠器

134~136辻竜泉窯系の青磁器である。 134は見込みに片影りによる j草花丈を捷 L 内外面とも貫入

が見られ，高台内揺は露絵である。 135(土口縁Tの内面に3条の沈殺を施L，内外面ともに貫入が克

られる。ともに森部ー横問編年〔轟盟。横田1978)の碗I類に比定される。 136は片彫りの錨連弁丈

を施し，碗E類に比定される。いずれも 5層の出土である。
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Tab.3 平成19年産調査土器観察表@
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竜泉窯系青磁

Tab翼 5 平成19年度調査土器穣察表③
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報告番号|調査地区 選手誇 層fず 上言明II 穏(mmJ 摩{母m) 支長{g) 喜怒 Zゴキオ 銭考

56 !間繰 j耳打Ilji;j下 7 I翠 28 42 31 29.3 1'1磯 思軽石室EZi主か

57 11謁繰 河川致、 不明 む2 34 9 14.5 ブレイク 累縫右足夜i室か

58 i間繰 お)11務 71，ぎ 55 45 D 15.9 石包丁 頁宕 来製品か

59 [間繰 MIII致事 7媛 78 44 ::， 23.7 石包τ 覧表 米製品か

60 i I警繰 河川勝 7震 51 45 4 17.5 石主義 亥岩

61 i I笥憲章 河川毅 7層 50 53 5 2iL3ζ{鎌 主ミ宕

62 ! r芳繰 河川務 7T這 124 50 「υ 民ぷゐ鎌 只=μEゴJ 

63 ;間繰 がiJJJlR去、 6J~三 124 10毛 17 999.8 浅石 玄武お

64 i I墾繰; iilJJ1 IlIi与 6密 121 68 38 535.主何石 五武岩

65 :湾総主 ir.flJl滋 7辱 210 35 51 623.1 石斧 Ni号
66 i I寄繰 j戸fllillilJ; 7蚕 228 戸57 766.5 石斧 真右

67 ;湾総 河川跡 7場 110 65 6 85.1{i約 資:g-
68 ;濁繰 潟JIii!品、 n語 182 58 9 173.3 石綿 ff{-~i 

69 11郭桑 れすれ滋 7経 223 55 12 241. 4 石鍔 頁岩

125 !八反B 不明 72 20 10 9.4 スクレーパー [~EI長石 m要岳産か

笠27よj主八IiミLB 
41忌 42 33 32 34 コア 黒曜石壱岐?をか

6題 110 95 bi 900.6 凶お 玄武器

128 I J¥&B 5穏 117 68 9 80.8 1:]鎌 Fミ岩 来製品

池田大原 lOgき 22 18 3 0.8 石室族 祭2左右

113323 ;1池也沼大原
5fi怒 23 20 ::， 1. 6 t1 *~:{ií"器 黒耀石

回大Jjj{ 51議 28 26 b 3.1 台if;;fi祭 累日義:{i

Tab.6 平成19年度襲査石器韓察表

τab墨 7 平成19年度罷査黄泉観察表
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古車平成20年度調査

上原地区

(1) 調査概要 (Fig.24)

底地区は日堀地で，調査対象地をすべて掘り下げて調査を行った。調査期間は乎成20年4月148か

ら平成20年7月98で¥百数泣訪日付宇業日が438，雨天日が168)を要Lたc 今出の調査では濠1

条，土壊墓19基‘護持落語基，箱式石棺墓1基，土読4基，ピット45基の遺構と 3ヶ所の落ち込み

を薙認した。この原地区i号辺における過去の謂査で;ま，話j査地北子宮t~Uで H18県道〔林2007) および平

成19年度の県道緊急調査〔本報告〕が，調査地酉11t1Jの地田大原地亙でH9年度の範囲確認調査(以下，

H9範囲) (宮崎1999)および耳目年震の範密確認調査(以下，日13範国)(安楽2002)が，調査地南

舗では原ノ久保地立で耳目範囲が，また調査地ー南西1~1jにやや離れた言ノ木地区で H13範顕が実施され

a 

Fig.24 原地区全体堕(1 /2∞) 
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在9範囲およびHている C このなかで本調査と関連する謂査成果は，

およびH13範(環濠)， 18県道における池田大原地区で、蕗認された

図における原ノ久保地区および吉ノ木地区で確認された墳墓を一上げる

とことができる。今回確認した濠が，過去の調査における濠(環濠)

については亘ノ木地区及

ぴ掠ノ久探地i豆から本譜査地にまたがる広範毘な墓域の存在が想定さ

れる。

土層 (Fig.25)(2) 

は表土で、色議jはにぶい黄褐I 京地区の基本層序は 41脅からなるc

などが混じるO空きIII言は造成土と盟、われ，色(lOYR5/4)である。

でとほぼ同じである。 m層の色調は時褐色 (lOYR3/3)色調は I

近世陶磁器片が徴量ながら出土したc 土買が柔らかく，均賞な堆積で

あることから近世における畑作土と患われるoN層の色調は黒褐色(10

YR2/2)で，弥生土器片が出土Lた。状況的には弥生時代から占墳時
(
O
∞
¥
こ
麗
聴
け
官

はな代にかけての遺物包含震と思われるが，土部器や須恵、器の出

、堆積で、かった。この買層が落ち込みの堆積層となる。また極めて

!日石器時代の話合層と忠われる堆積が平面的には確認されたが，報告M

出
窓
睦 の土層部1屈では確認できなかった。

遺講

守〉聾穂墓

Pho. 3) 1号聾棺墓 (Fig.26

-G.Eで:まぼ南I[ヨき，埋葬角定詰22
0

はG.N-169.5
0

主軸角

である。墓壊の平面形は楕丹形で長さ78cm，幅61c111を測り，断面形は

は3分の2以下翠ともに査であるOiUJ字状を呈する c と歪多

上が，下翠は半分程度が喜IJ塀により沼失，在壊している。下翠には丹

そのf患の副葬品はない。上下警の型塗りの小鉢が埠綿されているが，

式よ:入時期は弥生時1t後期諮葉~中葉と判断される G

ト

H 

I I 1量の
I ; ~氾君主
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i i i E窓会
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つながる可能性辻抵いと思われるO ま

一
il--

εの
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的

N
A
w
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ε0.的
F
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問
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Pho. 4) 2号聾績墓 (Fig.27

主軸角度はG.N-86.5
0

-G. Eでほぼ東riJ]き，埋葬角度は4
0

で

ある。墓壌の王子扇形詰措円彰で長さ160c111，幅86cmを潤札断面形は

下妻ともに査である。

は江縁部および踊部に

る。

上妻は詰ぼ完全な状態で残存しているが，

36-

掘り込み傾斜の急な「じj字状を
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後世の杭跡による欠損が見られ，圧壊しているc 上撃に 1つ，下斐には4つの石を入れて固定してい

るO 石材はいずれも玄武岩である。上下蓋の型式より，時期は弥生時代後期初頭~言言葉と判断される。

3号聾棺墓 (Pig.26 Pho. 5) 

濠に遺構南慨を切られる ο 主軸角度はG.N -56. 50 -G. Eでほぼ北東向き，理葬角度は18
0
であ

る。墓墳の平面形は楕円形で長さ100cm，幅40cmを灘り，断面形は床面が平坦な fUJ字;1犬を呈ーする。

上塗は斐，下棄は査である。上妻，下斐とも上半分が部平により治失，思壊している C 上下翠の型式

より，弥生時代後期初鎮~蔀葉と手u断される O

4号聾棺墓 (Pig.26 Pho. 6) 

主軸角疫および埋設角度ともに不明。墓壌の形状や規模も不明である。検出状況から下翠の一部が

残存しているものと思われるO 下棄の形式から，時期は弥生時代読期初頭と判断される。

5号嚢梧墓 (Pig.26 Pho. 7) 

主軸角度はG.N -80. 50 -G. Eでほぼ東向き，埋葬角度は110である。墓壌の平語形は椿円形で

長さ96cm，幅66cmをiJ!IJり，断出形は fUJ字状を呈する。上費は斐，下室は査であるO 上蓋，下翠と

もに t半分が削平により損失， I壬壊している。 1:一下斐の型式から，時期は弥生時代捻期中葉~後葉と

判断される。

6号聾轄墓 (Pig.28 Pho. 8 ) 

主軸角度はG.N -62
0 
-G. Eで概ね北東向き，埋葬角度は11.50であるO 墓壌の王子語形は詰一円形

で長さ80cm，幅55cmを掛り，断面形は墓墳西側の掘り込みが深い非対称の fUJ字J誌を呈する O 上護

(と推?~Ijされる資料)は斐，下妻の翠である。撃の型式から，時期は弥生時1t後期前葉と判断される O

7号聾按墓 (Fig.28 Pho. 9 ) 

主軸角度はG.N-23
0

-G. Eで概ね北向き，埋葬角度は 0
0

(ほほ水平)である。墓墳の平面形

辻樟円形で長さ86cm，騒49cmを測り， I主rr面形は下棄の掘り込みが深い非対称の fUJ字状を呈する。

上蓋は蓋.下斐は毒である。上蓋は3分の2程度が， 下室辻半分程度が部平により治夫，庄壊してい

る。上下翠の型式より，時期は弥生時代後期前葉と判断される。

8号聾稽墓 (Pig.28 Pho.lO) 

主軸角疫はG.N -271. 50 -G. Eでほぼ西向き，埋葬角毘は110である。墓壌の平田形は搭円形

で長さ79cm，III高60cmを溺り，断面形;ま掘り込み銀特の会、な fUJ字;伐を呈する。撃の単結である。前

により斐程上需に欠損が見られ，正壊している。瑠璃註のガラス玉1点，緑色頁岩裂の管玉2点が

説葬される。下斐の型式から，時期は弥生時代議期前棄と判断される O

9号寵轄墓 (Fig.28 Pho.11) 

主将i角度はG.N-50
o 
-G. Eでほぼ北東rn]き， .埋葬角度は100 であるO 墓壌の平面影iま箱円*で

長さ65cm.騒46cmを掛り，顕在百形は fUJ字状を呈する。上霊，下室とも査である O 上護は 3分の2

以上が，下斐は半分程震が郡平により消失，正壊している。上下斐の型式より，時期試弥生時中期

中葉と判断される c

39← 
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10号聾轄墓 29 Pho.12) 

主軸角度G.N -113
0 

- G. Eで概ね東向き多 は不明である C 墓墳の形状およ は不

明である c 上翠および子斐とも斐である。よ:斐;土 3分の 2 が? は半分以上が前干により消失

より， !寺期は弥生時代中期後しており，遺構北関劉に斐棺が飛散した状況が見られる。

葉と判断される。

11号重要棲裏出g.29 Pho.13) 

主軸角度はG.N -71. 50 -G. Eで概ね東Fj]きヲ理葬角定は00uまほ水平)である。菜塘の
形は務[弓形で長さ83clll，lìl高50011 を iWJ り.屋!T冨]~{土 IUJ 字状を呈する c ともに歪である。

上棄は庄壊しているものの，ほほ完全な:決意で残存している c 下室は後!去の杭罫によって諮失9 庄壊

している o J:下斐の型式より，時期は弥生時代技場前葉と判断される。

12号聾稽事 (Pig.29 ぬ0.14)

主軸角!支はG. N -47. 50 -G. Eでほぼ北京向き，埠葬角度は00(ほほ水平)である。墓墳の平

面形は袴円形で長さ130cm，Itai65cmをjQUりヲ断面形;ま rUJ字状を呈する。上蓋は蚕，下室;土産であ

る。上翠，下室ともに3分の2以上が部平により消失Lている。 1二下蓋の型式より?時期は誌生時代

後期謡葉~中葉と判i訴される。

13号聾稽墓(Fig.29 Pho. 15) 

主軸角震はG.N-98
0

-G.Eで探ね東南きヲ埋葬角度は0
0

ほほ水平)である。墓墳の平面形

は楕円形で長さ75αn，I!J言48cmを測り@断面形は IUJ字:1えを呈する。上議? 下室ともに霊である。

F斐ともに圧壊しているものの欠損は少なく?ほほ完全な状態で残存している c 上下警の型式か

ら，時期は弥生時代後期初頭と判断されるつ

14号室善措墓 (Pig.30 Pho.16) 

主軸角度;まG.五一一1050 - G‘Eで被ね東[fl]き，壊葬角度はひ。((まぼ;1<:平)である。墓墳の平面形

は持円形で長さ116cm，幅57cmを、測り，生!T面影は iUJ 状を呈する C 上主主， 下撃ともに棄である。

上蓋ともに在壊している G と下妻の恕式から，時期は弥生時代後期初頭~前葉と判i訴される 0

15号聾轄墓 (Pig.30 Pho. 

主軸角境はG.N一一82
0

- G. Eでほぼ東lilJき，埋葬角授は180 である O 遺構の平面7ちは権円形で長

さ95cm.65仰を溺る。 下室の堀方が深いのに対して上雪量の堀方が浅いためラ墓墳のi訪れ奇形i土産屈が2

段となる。土筆iま鉢タ ド警は査である。上受は半分程定.下霊は3分の l程度が剤、1"により沼失，

している。 より，時期は弥生時代後期初頭~前菜と判断される c

暗号饗鰭嘉 (Pig.30 Pho.18) 

はG.N -G. Eでほぼjと東向きヲ は0
0

ほ である O の平面

形は誇円?ちで長さ80cmヲ幅46cmをmuり，生!T(f[f形は rUJ を呈する。 ともに査である。

は上半分が圧壊しているが?下翠は;ま している。 より，時期は

体生時代後期前葉と判断さ 。

~41~ 
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¥/  
Pho.19) 30 17号室警韓基

((~) 
-G，Eで校生ね南東向き，主軸角度はG省 N-110. 50 

一ずJ
u

l
S守

九
が
%
、

{立精である。は00 〈;まほオジ[三)

円形で長さ幅65cmを溺 iJラ断面影は rUJ字状を

ともにある Cる。上蓋ヲ

な状←吉iSに欠損が見られるものの壌はなく ，t手

iまレ
品している。}:

後期初頭~前葉と判断される O

Pho.20) 

-G. Eでほぼ南東向き，

31 

主軸角度はG.N -131. 50 

18号室童謡墓

さ68定は39
0

である。墓墳のヂ語形は祷円形

標高=13Amcm，幅39cmをiWJり，断面jfbは接穴状を呈する O 遺講上麗

てア

勺。ともにを理事坑3に切られる。

は!王壊しているもののほほ完全な状態で残存してい

は後世の杭塁手により欠損しているc 下るのに対しタ

されとしに空色のガラス玉が83点，

18号主義稽墓より，時期は弥生時代後期前葉~

と宇U~訴される。

ている。

o 50cm 
←一一「一一γ一一γー~-----I

霊童轄纂遺講麗⑤(1 /20) 露地霊Fig環31
@土護基

Pho.21) 32 1号土壌嘉

の手話形は j事~]L長方形で、長さ 120cm，幅42cm，菜さ 10-G.Eて、ある C主軸角度iまG.N十 420

をまする。cmをi揺る。断面形は掘り込み傾斜の念、な「じj

Pho.22) 32 2号土襲墓

さ165cm，揺56cm，さの平i亘%は隅丸長方形で-G.Eである c主軸角震はG，N -40. 

する。35cmを潟 1)，産JT1ID形は掘り込み{委主;tの急な rUJ字;民を

Pho. 32 3号土:麓墓

さ160cm，幅62cm，i奈さ35主軸免震はG.N-910 -G.Eである。墓墳の平面形は鶴え長五形

を呈する。C滋をis.ijf人新車ÎJf~!まま揺り込み{頃斜の急な iUJ

Pho.24) 33 ヰ号土壌墓

はG雷 N-86. 50 --G. Eである。墓壌の平面形辻254cm，1¥1長 i奈さ括的をり， f訴題

(鉄剣

時期の判断はできなかっ

を呈する。!未面;ま茜舗に緩やかに鰻斜する。

まれる

-44-
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5号土壌薯 CFig.32 Pho.25) 

主軸角疫はG. N -128
0 

- G. Eである O 慕壊の平面は隅九長方形で長さ110cm，Qf1li47cm，京さ 8

cm を測り，断面形は西1l!ij の掘り込み傾斜ーが東1~tl に比べて援やかな rUJ 字~I犬を呈する。床面は酉簡に

緩やかに額耕する。理主iこ小さな諜が含まれる c

6号土壌纂 (Fig.34 Pho.26) 

主軸免震はG.N -139
0 

- G. Eである。墓壌の平面形は西が歪な樟円%で長さ178cm，幅77cm，

深さ48~30cm を測り，断面芳三は諮り込み傾斜が念、な rUJ 字状を呈する c床面は東織に緩やかに傾斜

する。埋土に弥生士器片が6点含まれるが，時期の判顕はできなかった。

7号土葉萎 (Fig.34 Pho.27) 

主軸角度はG.N-88
0 

-G. Eである。墓騒の平面形は誇円形で長さ70cm，$語40cm，深さ 8~ 4cm 

を illU り，断面%は西í~Uの掘り込み傾斜が東慨に比べて援やかな rUJ 'J:状を呈する C 床面はほぼ本平

であるO

8号土壌墓 (Fig.34 Pho.28) 

主軸角!支はG.N-84.5
0

-G.Eである。墓壊の平琵形辻隅丸長方形で、長さ205α11，1福35cm，深さ

26~ 6 cmを;揺り，断面形;ま掘り込み{頃斜の急な rUJ宇状を呈するc 床面は緩やかに西1l!ljに額斜する。

9号土壌墓 (Fig.35 Pho.29) 

主軸角震はG.N-50
o 
-G. Eである。墓壊の王子扇形は臨丸長方形で長さ135cm，揺55cm，深さ11

cmを灘り，断面形は掘り込み鱈斜が垂誌に近い rUJ字状をまするO 床面は西f~1]に緩やかに傾斜する c

10号土壌墓 (Fig.35 Pho.30) 

主斡角度はG.N-8r -G.E である。墓襲の平面7自主権[11形で長さ90cm，穏48cm. 深さ 16~ 8仰

を ~MIj tJ ，辞話形は撮り込みi頃斜が垂亘に近い iUJ字状を呈する。床面は(;ttま本平である O 翠のLI*孟

部が出土しており，時期は後期前葉と判断される。

11号土壌墓 (Fig.35 Pho.31) 

主軸角度はG.N-80.5
0

-G.Eである。墓壊の平面形は関丸長方形で長さ185cm，輯66cm，深さ

31 ~ 18cm を iHU り，断面7~は諮り込み舘斜が垂i立に近い rUJ 字状を呈する。 塚両はほぼ水平である。

理土に弥生土器片を 1点含むc 床面に鉄製万子 1/くと管玉15点，ガラス玉接片 1点，勾玉 l点が副葬

されるc また査の日縁部が出土しており，時期は中構改葉と判断される。

12号土襲墓 (Fig.36 Pho.32) 

主軸角度はG. N -109
0 

- G. Eである c 墓壊の子語形は隅丸長方形で、長さ197cm，1福85cm，菜さ41

へ~28cm を iHiJ i) ，断00%は酉舗の掘り込み{頃訴が東側によとベて緩やかな rUJ字状を呈する c 床面はほ

ぼ水平である。 埋土に弥生土器片が3点含まれるが，時期の判断iまできなかった。

13号土議事缶詰‘泊施0.33)

主軸角度はG.N-144.5
0

-G.Eである。纂壊の平面形はi鴇丸長方形で長さ185cm，幅51cm，深さ

24cmを測る。断面形は来高iZ1にテラス状の設がつく特設があるc 床面はほぼ水平で、ある。査のま誌が
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出土し，時期は中期の範轄と考えられるが，朝鮮半島系無文土器(または擬無文土器)である可能性

もあるO

14号土襲塞 (Fig.36 Pho.34) 

主軸角度はG.N -75. 50 -G. Eである。墓墳の平面*5は関丸長万形で長さ126cm，幅53cm，探さ

は部を測り，断i主j形;ま掘り込み{嬰斜の急、な fUJ字;伏を呈する C 床扇11立西部に傾斜する O 埋土に弥生

土器片が2点含まれるが，時期の判断はできなかった。

15号土壌墓 (Fig.37)

16号土墳墓を切る。主軸角震はG.N-860-G. Eである。墓壌の乎面形は隅丸長方形で長さ122

cm，結60cm，深さ30cmを部り，街頭%は掘り込み傾斜の急な fむj字状を呈する。床面は援やかに酉

鱒に傾斜するC

16号土壌墓 (Fig.37)

15号土壌墓に切られる。主軸角度はG.N-88.5
0
-G.Eである C 慕壊の平面形は隅丸長方形で長

さ 180cm，幅52cm，深さ25cm を l~U り，断面形は掘り込み傾斜の急な fUJ 字状である O 床面は緩やか

に酉舗に額斜する O

17号土溝墓恒ig.38 Pho.35) 

主軸角夜泣G.N-111
o 
-G. Eである c 墓壌の王子百形は鴇九長方形で、長さ212cm，I揺75cm，菜さ40

cm を測る。産~語形は東静jおよび北西1l!tl にテラス状の段がつく特f設があり，全体的には fUJ 字状を呈

するO 床揺はほぼ水平である。床面に管玉6点が副葬される。

18号土壌塞 (Fig.38 Pho.36) 

理納土坑3に切られる。玉軸角震はG.N-llO.5
0
-G.Eである O 墓壊の平面形は隅丸長方形で

長さ136cm，I揺51cm，深さ20cmを測る。断面形はWj舗の掘り込み鰭斜が媛やかな特畿をもっO 床面は

緩やかに西側に傾斜する。

19号土壌墓 (Fig.38 Pho.37) 

埋納土坑lに切られる。主斡角度はG.N -57. 50 -G. Eである。墓壌の平出形は璃JL長方形で長

さ140cm，幅45cm，深さ30cmを溺り，断面形はの fUj字状を呈する0'*面はほぼ水平である O

③籍式石霜墓 (Fig.39 Pho. 38~39) 

主軸角震はG.N-68
0
-G. Eである。墓績の平扇形は長さ81m，lþ言51m を i~U り，面形は掘り込

み{頃宗寺が急接な[じj 字状を呈する。葦石は大小 5 枚から~り，鵠石と小口， í~ミ石ともに 1 校である。

はほぼ水平に置かれる。 fNU石はj南北ともに北側に額く。小口は東西ともに上辺が内関(結内部側)

にi頃く o球石はやや西館に額斜するもののほ段水平に霞かれるコ指向辻長さ50m，総20m，菜さ17cm

(蓋石と来面の差)をi揺る。
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⑨譲 (Fig.40 Pho.40) 

3号護措墓(弥生時代読期初頭~言言葉)を切る。検出規模は長さ(東西)31Ocm，幅(1苓北)266cm， 

j菜さ185cmをiRUる。時ぼ東西車砲をとる。東側の掘り込み面(立ち上がり)が急であることから，後世

の部平等で遺講が途切れたように見えるのではなく， 1豪自体がここで終わるものと翠われるO

堆積は 8層に分かれており，色調は黒褐色と茶色が交互に堆覆する様抱を見せる。包層は椙色土(10

YR4/4)で，粘性は少ないc は黒褐色土(lOYR2/3)で，炭化物と小石がj見入し，白色土粒(1
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cm大)を全体に含む。③層はにぶい黄褐邑土 (lOYR4/3)で，炭化物と小石が混入し，白色土粒(1

cm大)を全体に含む。@層は黄褐色土 (lOYR5/6)で、地山の風ノ{ヒ土のような質感で炭化物は含まない。

多少の土器片が含まれる。⑤層は黒褐色土(lOYR2i2)で炭化物粒(1cm大)や小石，土器片，灰色

土粒(1cm大)を全体に含む。⑥層は褐色 t~ (lOYR4/6)で炭化物粒を含む。⑦層はにぶい黄褐色土

(lOYR4/3)で，炭化物粒や白色土粒を含む。⑧層は最下層で，黒褐色土 (lOYR2/2)で炭化物粒，

風化磯を含む。

明確な再掘削の痕跡は見られないが，土層断面の北1!l1J， @層とをJ層との間に段が見られ，かつ④層

が地山質土壌のブロック状堆積のように判断されるため，本来はかなり急峻な rv宇lに近い断面形
状の濠が，後に再掘削されて断面南側で見られるように緩やかな形状の濠となった可能性もあるO そ

うであれば3号要指墓を破壊したのは再掘削の時期であると推甜される O

i豪の堆積である①層と③層の土壌から得られた炭化物について放射性炭柔二年代iP，1J定を行ったところ，

①層は637ca1AD~683calAD (95.4% : 2σ歴年代範囲)，③層は12lcalAD~239ca1AD (90.5% : 2σ 

歴年代範囲)の年代値を得られた。また③層(最下層)より出土した資料は弥生時代後期前葉の資料

である O 遺構の切り合いや最下層出土資料の時期などの考古学的現象と年代測定からは，この濠は弥

生時代後期前葉に擬郎され，ほほ同時期jに埋没が始まった(あるいは埋められた)と判断されるが，

やや疑問が残る。
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事土誌

1号壊鱗土読 41 Pho.41l 

を切る。土坑の平語形は南西側が丸くなる抱弾形で、タ長さ150cm，1福1l8cmヲ深さ30cmを

部る。 遺講中心部から る。 後世の龍平によるのか杯誌が鼓揺して落ちているが，脚部;ま

ほほ垂i立に立てられた状況で残存しており，意図的な埋納あるいは誤裁が想定される。 19号土壌墓や

2号;埋約二r-.坑とiまほ同じ長軸をとる。

2号壇鱗土境 (Fig.41)

19号土壇宴に拐られるc 土坑の平副形;主意思長い諮問形で，誰定で長さ125cm，嬬53cm，菜さ 7cmを

溺る。遺構東儲からコップ手土器，また遺構酉i~IJから蛮が出土する o 19号

ぼドJl二長事告をとる。

3号埋鶴土説 41)

18号斐棺墓をtJJる。土坑の平面形は椿FJ形で，長さ140cm，iþ~lOOcm，深さ 10cmを溺る。遺構rt:1心か

1号担当内二iニザLとほ

ら毒が出土する。

4号土読 (Fig.42 部 0.42)

土坑の平面)f~l土歪な橋丹Jf5で，長さ 132c立し騒77c滋 9 探さ 28cm を;贈る。 遺構の底付近に土器片が多

に含まれる。祭ilIt::土器を埋執した十jえである可能性もあるが，やや堀左が深い。
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⑥落ち込み

1号落ち込み (Fig.43 Pho43) 

2号斐桔墓を窃る。長さ(東西〉約380cmァ Ip高(j苓北)約250cmをiWJる。 史認に穿孔のある査が傾い

た状況で翠かれるが，査土部は技世の部平によってか，壊されて四散している c

2号落ち込み (Fig.44 Pho44) 

長さ(東西)約380cm，幅(南北)約250cmを測る。 した土器片を含む。

3号落ち込み (Fig.45 Pho45) 

調査区南霞部掃のため，落ち込みの範屈は不明である。 出土状況が特徴的な土器が2つ出土してい

る。 1つは据え置かれたように立つ蚕(以下， i立ち蚕J)であるが，これには小型の査や高掠が破損

した状況で収められており，また底部付近には黒曜石製の器片石器が入っていた。また出荷おこ穿子しの

ある小型の鉢が水平に伏せられた状況で出土しているO この3号落ち込みに堆請する土壌から得られ

た炭化物について放射性炭若年代{~Ij定を行ったところ， 2 calBC~88calAD (87.2% : 2σ歴年代範

囲)の年代値を得られた。方ち窒jや，これに入れられた土器の形式は弥生時代中期終末から

後期後葉の資料，と判断された。[立ち壷j の様相は祭~的な行為を連想、させるが， i立ち壷i内の土器

型式に時間騒がありすぎる。そのため， 3号落ち込みは弥生時代中期から後期にかけて堆積した土壌

であるが，「立ち翠J!土技法の誰乱であると判断する O
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⑦ピット

調査包全体で、45基 した。 には大まかに分けて黒褐色系と茶色系の2種類があるが，

ともに遺物の出土辻ほとんどなし、また掘り込みも浅いが多いものが多い。平面的に見て，

物などの遺構と判断されるとツトの記章も見られなかった。このような状況から，比較的訴しい時代

にま了ちJ6まれた手立などの窃予と思われる c

(尋) 遺鞠

①霊童韓 包括~51 Pho.46~79) 

出:七の資料で、ある。なお?以下の説明における北部九州系弥生土器の

時期判断について泣宮崎編年〔重構2005)を参思し

1 ~ま 1 る。

1条の断面[コjの字形の突帯を巡らせる。

を打ち欠いて合口斐掠としている。頚部に 1条，腕部に

ともにナデ仕上げで王子滑に社，裏面には部分

的にヘラナデの痕誌が見られる。 21土l号案棺墓の下蓋で意?口縁部は広[1である。主要部に 1条，踊

にl条の断面 fコjの字形の突帝を巡らせる。外面はハケ自の後にナデ揺し，内はナデ仕上げで

ある o 1 ~ 2はともに後期立期~亜期の資料でラ合rJ翠指となるれ 3i土1号発桔墓ド棄に堤納されて

いた小型の鉢である c 外屈の底部付近にハケ日の後にナデタ内面はナデ仕上げタタト面には丹塗りが施

されるつ設期 I期~豆期の資料である。

ヰは2号室?宮の上蓋で室，ロ縁部は袋;訳となって最長径部分は殺が入る。頚部下に l条，錦部;こ l

条の新記[三角J7杉の突帝を巡らすが，額面{コjの字形となる富所も見られるため過渡的な様相を

見せる。外屈はハケ自の?去にナデ揺して平滑に仕上げ?内面;土日縁部付近には横ハケI=J，~安部から拐

部はナデで、仕上げる。 内外商の成部付近は剥離してiり凸となる c 設持HI期の資料である。 5は2号斐

口縁部は鋳先形である。頭部下に 1条?椀奇1)に1条のやや崩れた普JT面 IMJ字形の突

苦を巡らすo iJ語部突;;言の下にタトiUIJからの穿孔が1つ見られるの口縁先端部分の下出に;土壌成誌に刻み

まれた3本の線五日:丈様が見らすLフ形状は鳥の足跡:誌となるc 内外語ともにハケ日の後にナデで乎j骨

に仕 i二げる。外出の[J縁部から蛮認にかけて丹塗りを施すc 一見，中期V期と思われるが，突t苦や底

部の援椙から技期 I期の資料と判断した。ヰと 5で合口斐指となるが，型式が異なる o

s は3号釜棺菓の上蓋で斐@日縁部i訴)面は[く jの字形である。口縁部先端はあまりJ:I匂きになら

ず¥fくjの字形口誌ではr弘、様相である。外面はハケ日の援にナデ出し，内面はナデで仕土げるC

外語にスス痕や二次的熱変でるミ急{としているところもあり芳日用煮炊き呉を転用したものと忠われる。

後期 1需の資料ーである。 7は3号斐詰墓の下斐で口縁部から至芸部を打ち欠いて合口護福としてい

る。頭部Tに1条ヲ腕部に2条の突苦を;巡らすが多 3条となる詰所も見られるつ突帯辻;基本的に断面

「三角J'}ちであるが，断面「コjの字形となる箆所も見られ，過渡的な様相を見せる。続部突帯の i二

に外観からの穿孔が見られる。外面はハケ目の誌にナデ消しp 内示)(土ナデで、在~Lげる。外出の突若干s

iこ辻タタキによるuヨ凸がえられるつ穿孔によって科書をした突帯の譲合福にもハケ日が晃られるため，
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1号萎棺(下)
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3号萎結 4号警務

s 
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7 
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h~一一一ート一一一ァ一一一→

5号警稼{下)
10 

Fig.47 n草地亘書羅墓出土土器密寄付 /6)

-62-



6号黍棺(上)

〆
/ 

¥ 

6号護棺(下)

，1 

11 

、、
、¥ 

12 

8号護棺

7号護棺(上)

13 

、、

7号室奪棺 (下)

Fig.48 窮地区聾棺纂出土土器箇岳 (1/6 ) 

15 
o 20cm 
bz工主主ご二=::i:::=______=::J__

-63-



突帯の員占付がハケ日調整の跡、であることがわかる。後期 I~II期の資科である o 6と7で合口豪語と

なる。

8 !ま4号蓋指墓の下棄と忠われる翠で，日i導部破であるC 額面 rMJ字形の突苦が残るが，やや崩

れた様梧を見せる。タト冨は横ナデ仕上げ，内面は摩滅が著しいため不明である。突帯の様相から後期

I期の資料と判i析し

9 ，土5号護i古の上:斐で斐，日縁部断面は[く jの字形である。外面はハケ日の後;ニナデ請し仕土げ?

内面はハケ自仕上げで官Eに指オサエ痕が見られるの外面にはスス痕が見られるため，口需煮炊き

を転用したものである。 後期蛮需の資料である。 10は5号斐桔墓の下斐で褒，口縁部i土広口7ちである。

底部を欠く。頚部に 1条，稲部に l条の断面[三角j形の突帯を巡らすが，頚i部の突帯には一一部，断

面[コjの字形となるところも見られる。外語は縦ハケ 13，内面は横ハケ呂で、仕上げる。 LJ縁部先端

の乎土日面に刻自が見られる c 後期W期{弥生時代後期後葉)の資料である o 9と10で合口蓋指となる

が，形式が異なる 0

11は6号蓋棺墓の上棄と思われる撃で，口縁部の産正面]は fくjの字形である n 内外語ともナデ仕上

げである G 後期 I~II 期の資料である。 12は 6 号蓋棺墓の下妻で査である。仁I縁部から翠誌に欠けて

欠損している C 鋼部に2条の新TIlir三角j芳三の突帝が巡る。夕、ト函はハケ日の後にナデ消L，内面はナ
デ仕上げである。 [J縁部が欠損しているため時期判断が難しいが，後期E期の資料と推諒される c 11 

と12で合口蓋指となる。

13は7号翠桔墓の上蓋で翠，口縁部の断面は[くjの字形である。底部を欠く。外揺はハケ日，内

面はナデ仕上げであるc 外語にスス痕や二次的熱変で赤色化しているところもあり， R用煮炊き兵を

転用したものと忠われる。 14は7号肇桔墓の下撃で童，口禄部から頚部にかけて打ち欠いて合口護桔

としている。外面はハケ呂，内面は頚部付近にハケ 13，錦部から底部にかけてはナデ仕t:げで、ある。

揺!こ外関からの穿子しが見られる o 13と14はともに後期E顎の資料でヲ合口護持となる。

15は8号室棺墓の単結ド斐で翠，日縁部の断面は「くjの字形である。仁i縁毘HH部に断言語「三角j

Jf5の突苦が巡る O 外面の口縁屈曲部から腕部にかけてはハケ呂の後;ニナデ請し，駒部から史認にかけ

てはナデ， r実j屈の口縁j詰曲部にハケ呂，掘さ15から底部にかけてはナデ、で平清に仕上げる。嘱部外語の

一部;こ黒塗りかと思われる痕跡が見られるO 後期IIJ留の資料である。

16は9号斐棺墓の上蓋で翠号日韓部の新面は fコjの字形である c 口縁部の下に断面[三角j形の

突苦を l条巡らす。外面詰ハケ日，内面はナデで仕上げる。外面の一部にスス痕が見られることから 9

5沼煮炊き具?を転用したものと思われる c げは9号護棺事の上撃で斐ラ[1縁誌の断面は[コjの字形

である。口縁部の下に断面[三角j形の突帯が1条巡る c タト屈はハケ日?内面はナデで仕上げる c 外

面の一部にスス痕が見られることから 日用煮炊き兵を転用したものと思われる。 16とげほともに ;:j:t

覇軍期の資料で，合口斐指となるO

18は10号翠棺墓の上斐で翠，口縁部の器Jr面は f錫先j形あるっ底部を欠く c 外語はハケ日の後にナ

デ消し， [7;:J通iはナデで仕上げるO ロ縁部の先立語に 5カ所の刻自が刻まれる。 19は
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警，口縁部の断面は「こlJの字形である。口縁部の下に断面「三角j形の突帯を 1条巡らす。外面は

ハケ日，内語iはナデで仕上げる c 外函の制部から底部にかけて二次的熱変で赤色化しているところが

ある。 18と19はともにE用煮炊き呉と患われる中期百期の資料で，合口護措となる O

20は11号斐棺墓の上翠で翠，口縁部の断面は「く jの字形である。外面はハケE!，内頭はナデで仕

とげる。 21は11号室桔墓の下斐で棄，口縁部の断面は「く jの字形である。口縁先端部の上端を摘み

上げるように成形する，いわゆる「跳ね上げj口縁とよばれるもので，北部九ナH東部(豊前系〉の特

撮をもっO 外語はハケ呂の後にナデ請し， rAI語iはナデで仕上げる。外面の一部にスス痕が見られる 0

20と21はともに日用煮炊き具と思われる後期E掲の資料でタ合口蓋棺となる O

22は12号翠掠墓の上蓋で壷.口縁部は広口である。底部を欠く O 頚音foのTt二断面が{三角j形，関

部に断面が「コjの字形の突帯を 1条ずつ巡らすっ腕部突替の下に辻穿干しが見られるO 外語はハケ自.

またはナデ，内面はナデで仕上げるO 外罰の口縁音[5から頚部にかけて丹塗りを施す。 23は12号護桔墓

の下斐で童，日持部の上半分から打ち欠いて合口護ノ指とする。堀部に 2域の断頭「三角j形の突帯を巡

らす。突苦の下には穿孔が見られる O 外語はハケ日の後にナデ出し 内面はナデで平i骨に仕上げる 0

22は23ともに後期立~蛮期の資料で，合LJ翠棺となるc

24は13号斐棺墓の上妻で斐，口縁部の新]ID(土「くjの字形である。踊部中央に穿子しが克られる。外

面はハケ自，内面はナデで平滑に仕上げるコ親部から密部にかけてスス痕が見られる。 25は13号斐椋

墓の下妻で斐，口縁部の断言iは iくjの字形である。口縁!言:s曲に断面 fMJ字形の突帝を 1条巡らすc

胸部に外側からの穿孔が見られる。外面はハケ百の後にミガキタ内面はナデで、平滑に仕上げる O タト笛i

および、口禄部内i留に丹塗りを施す 3 ともに呂用品の主主棺転用と思われ，口縁毘曲部や突苦に中期柊末

の古い様相を残すものの後期 I期の資料と判断した。 24と25で合口主主棺となる。

26は14号斐桔墓の上斐で棄， []縁部の断面は「く jの字形である。 27は14号翠桔墓の下蓋で斐，口

縁部の新商は「くJの字形であるがやや届出部;土丸みを帯びるっ外面はハケ日，内面はナデで平請に

仕上げるO 外局1の続部から!主部にかけてスス痕や二次的熱変で赤色イヒLている。 後期 I期の資料であ

るc 27は14号室棺墓の F撃で，形式は斐，口縁部の断面は fくjの字形であるがやや屈曲部は丸みを

帯びる。外面はハケ自，内面はナデで平滑に仕上げる。後期E期の資料である。 26と27は合口歪桔と

なり，ともに璃部から底部にかけての外語にスス痕や二次的熱変を受けて赤色fとしたところが見られ

るため， B 煮炊き具の転用品と思われる c

28は15号翠棺墓の上棄で鉢，口縁部の縦揺は[くjの字形である。外揺はハケ日，内面はナデで平

に仕上げるO 後期E期の資料である。 29は15号妥結墓の下室で室，日縁寺1)から頚部を打ち欠いて

としている c 頚部の下に 1条，瞬部に 1条の断面が「三角j形となる突帯を巡らす。器形がか

なり歪んでいる O 外曹はハケ弓の設にナデ詰し 内!出はナデで平i'奇に仕上げる。 設立JI~ 五期の資料

である o 28と29で合口護結となる。

30は16号斐指墓の上蓋ヲ 31は16号翠桔墓の下翠で，ともに斐で，口縁部のi主rr面は「くjの字形であ

る。外面の口縁部は模ナデ，続部はハケE!，内面はナデで平清に仕上げる。外語の調査EからE支部iこか
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けてスス痕や二次的熱変で赤色化しているため，百沼煮炊き呉の転用品と思われる。 後期E期の資料

で A
D となる。

32は17号護措墓の仁妻， 33は17号整棺墓の下蓋で‘ともに斐で，口縁部の断面は「く jの字形であ

る。外面の瞬部にタト11!1jカミらの穿孔が見られる。外語の口縁部l土壌ナデ，日再部はハケ8，内民Hまナデで

平滑に仕上げる。内面に辻一部にヘラの痕臨も晃られる O 外苦言の関部から底部にかけてスス痕や二次

的熱変で赤色化しているため，日用煮炊き具の転沼品と忠われる。後期 1-~ II期の資料で，合口翠桔

となる。

34は18号翠棺墓の上斐， 35は ある。とも 口縁部の断面は「く jの字彰

である。底部に外儲からの穿干しが見られる c 外面の口縁部は横ナデ，腕部はハケ1=1，内面はナデで平

滑に仕上げる。内I語の口縁部には一部にハケ自が見られる。外商の胸部から成部にかけてスス痕や二

次的熱変で、赤色イとしているため，呂用煮炊き呉の転用品と思われる。 後期豆~亜期の資料で，合口霊

し争、フ
C'J..心。

36は調査豆北東jt{IJの撹乱層から出土した成人用斐桔材の破片で，fJ縁吉15の断指1が逆 fコjの字形と

なる。口縁が内iaiに張り出すが，外f!1lJには発達しない。外揺は産減が著しいが，ナデ仕上げか。内面

はナデで平滑に仕上げる。橋口編年〔橋口2005) の KIIb~c 式(弥生時代中期前半)に比定される

資料である。

②土器

土襲纂 (Fig.52)

37は10号土壇墓から出土し 口縁部でヲ口縁fil~の断面は「く j の字形である c 1]縁先端部の平

垣頭は図面状となる。外語n土ハケ呂，内面はナデで仕上げる u []縁部の内面には e部にハケ日が残るO

後期E期の資料である。 38は11号斐棺墓から出土した査の仁i縁部で，口縁は広口，[]隷部の断面は[銀j

先j形である c 内外語ともナデで仕上げる。中期Nf留の資料である。 39は13号土墳墓から出土した査

のまきlíで，底部は指オサエにより i訴がつく。外面はナデで平滑に{士 _t~i二内面はケズリ~.犬の板ナデで

仕上げる。中期の資料と思われるが，器形や内面調整から朝鮮半島系蕪文土器(または擬朝鮮半島系

無文土器)である可能性も高いっ

;豪 (Fig.52)

40~41 はi豪③層から出土した翠の口縁部で，口縁部の断面は「く j の字彰である。外国の口縁部は

横ナデ，銅器iはハケ0，内面はナデで平滑に仕上げる。口縁部の内面にはハケ自が残るc ともに設題

I期の資料である 42はj泰層から出土した濃の口縁部で 口誌は広口となる。外出はハケ呂が若干

残るがすーデ仕上げ，内福もナデで平滑に仕 i二げる。 内外部ともに丹塗りを施す。 後期 I顛の資料であ

るc 43~44は濠⑧!吾 y1吾)から出上した護の口縁部で，口縁の街頭は fくjの字形である。外語

はハケiヨヲ内面はナデで仕上げる。後期 1;期の資料である。
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土読 (Pig.52)

45はl号理主再土坑から出土した高士不でヲ[J縁部の断i記;ま「鋤先j形となる。摩滅が著しいが，丹塗

りが施されていた可能性が高い。中期V期の資料である。 46は2号埋納土坑カ、ら出した牽で，日縁

は広口，汀縁部の断面は f~JilJ先j 形となる。踊部;こ 2 条の断語が fMJ 字形となる突帯を巡らす。内

外語ともにナデで平沼"に社とげる。中期五f期の資料である o 47は2号埋祥i土坑から出土した篇形の鉢

で，口縁部は垂査に立ちヒがるアいわゆる素口縁である。

が残る O 中期の範轄に入る資科である。

しいが，外面には縦ミガキの痕跡

落ち込み(Fig.53~54) 

48~51 は 1 号蕎ち込みから出土した資料である J 48は査で口縁は広[J，口縁部の断面は f錨先j形

である。頚部のト]こ 1条，腕部に2条の顕在百が 形となる突苦を巡らす。底部に外側からの穿

孔が見られる G 外面は風化が著しいが， にハケ日の喪主事が残る。内国はナテ、で仕上げる。タト菌の

/ 

吉おこ;土丹塗 f)の痕誌が残る。後期 I需の資料である o 49l土宣言で[J縁部は袋状となり，袋状部分の最

¥ 
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Fig第53 露地藍 1号落ち込み出土土器密 (48=1 /6 49"'51 = 1 /ヰ)
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55= 1/6) 3 号落ち込み出土土器盟 (52~54. 56= 1 /4 原地区Fig.54 

大径には稜が入る。内外面ともにナデで平治に仕上げる O タト面および、内面の[J縁部に丹塗りを施す。

内外出ともに口縁部のi新宿は「競先j形となるc設期 I 期の資料である。 50~51 は章で口縁は広口，

これは街頭が IMJ字形だったものが風化に社とげる o 51の頭部には突苦が1条巡るが，ナ

ともに中期V期~後期 I期の資料である。で摩滅したものだろう。

ち査jおよびその内部に入れらニのうち52~55はち込みから出土した資料で，52~56は 3

口i誌面;の断面は「鎮!先j形である。杯、認に内鱒からの穿孔が克られていた資料である。 52!立高杯、で，

れるコ外の風化が著しいが，脚部に縦ミガキの痕誌が見られる C 外語iま丹塗りが接される。中期V

期の資料である。 53は査の腕部から鹿部にかけての破片で?錦部には外部からの穿子しが晃られる O 外

面の腕部はハケ日ナデ認し， ij支部はハケヨヲ内面はハケ目で仕上げる。後期の資料だが，底部が凸レ

ンズ状と判断すれば後期N期と推測される。 54は章で口縁部は袋状となり，袋;氏部分の最大経にやや

設が入る。絹部にはタト1l1Uからの穿子しが見られる。夕、ト屈のu縁部は横ナデ，腕部はハケBの援にナデ仕
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r~ げ.内面の口縁部から稿部にかけてはナデ，底部付近にはハケ日で、仕上げる C タト面には丹塗りを施

す。後期I期の資料である。 55'土査で， I立ち最jの本体である。全体認元ができなかったが，おそ

らく口禄は広口，口縁部の断面が「錨先j形となると忠われる。頚部に i条，錦部に 2;伐の断面がfコj

の字形の突若を巡らす。'1ゆ1は風化を受けているが腕部及び底部にハケ日の痕跡が残る。内面はナデ

で日げるが風化が著しい。錦部突i;苦の自)，こ丹塗りの痕罫が残る。腕部から底部にかけての内面は

特にE在日ヒが著しく，器爵が剥離している c このことは「立ち蛮jの状態(道上部は欠損して飛ばされ

ている;民主主)で、露出されていた状態が誰測される。長期豆 ~rn期の資料である。誌は鉢で，踊部には

外1Jl1Jからの穿王子しが晃られる。外面は風化，内面はナデで乎滑に社ートーげるC 後期 I~II 期の資料と思わ

れる。

事若器 (Fig.55)

56はやや厚みの湾出する剥片石器で，母岩髄に打痕，縦司に 5 の剥離痕，一一鶴辺に{主用痕が残

るc II層からの出土で、ある o 57はナイフ形石器で， I立ち査jから出土しているO 刃部背i訟はプラン

テイング加工を施すが，刃部下は切断面をそのまま利用している。

密接器(謡葬品)(Fig.55 Pho. 80~82) 

58は鉄剣で4号土境墓の副葬品で、ある。全体的に錆びて原彰は不明であるが，綿身の万身であると

思われる。鋒は欠損している。関は明較でないが，自主Iがあることから茎があり，柄に装着されてい

たことが推測される。呂釘の思i互には，わずかに水質の繊維が付着しており，これが柄の痕封、である

可能性が高い。 59は刀子で11号土嶺慕の副葬品で、ある。鋒と基部が欠損している o 60は鋳造鉄斧でi譲

⑦層の出土である。

年玉類{爵葬品) (Fig.56九 57)

61~63は 8 号査結墓の副葬品で、ある c 61~62は管王で緑色頁宕製， 63(まガラス小玉で瑠璃色(イン

クブルー:酸化コバルト CoO) である。 64~144は空色(スカイブルー:酸化鏑 CuoJ のガラス小二1;

18号斐桔墓の副葬である。ほほ 5rnmの!司規格である。 145~161 は 11号土壌基の副葬品である。 145iま

礎玉(諸家)製の勾玉で片面から穿孔を入れる。 146はガラス玉だが色は不明。風化によるものか茶

色に変色しているつ 1 ヰ7~161 は緑色頁岩製の管王である。 162~167は緑色頁岩裂の管支で17号土墳墓

の副葬品である。 168は豆層出土の管玉で、緑邑の母(議翠)裂である c もとはいずれかの墳墓の説

葬品であったと怠われ，後世の部平等で、二次堆積したものと患われる C
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Fig.55 原地区石器密および鉄器臨 (56~57= 2/3 58......60= 1 /3 ) 
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(副総括

CD過去の譲査について (Fig.58)

今回の調査では授られた範関から君墓遺構が38基も確認された。このことを踏まえ，調査結果を

括するに際して，その対象範囲を広げて検討したいと患う。今回の謁査地である原地区の賠辺では，

これまでの謂査成果が多く蓄積されている。その中で墳墓遺撲と濠(環濠)についてまとめてみる c

墳墓遺構

士重墓遺携を調査年度)11夏にまとめる c 平成6年度の石田町における緊急調査(以下. H 6石田緊急、)

(JII口1995)における麗況で石棺慕(抜き取り跡) 4基が検出されている。平成8年度の範囲薙認識

~
~
~
/
 

/
 

二

f
rャ

Fig.58 原地区周辺過年度額査地位費国
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査 U2J、 f，H 8範囲)(富崎1999)における原ノ久保地区のD[:{で護持墓2基，土壌基 1主主，石棺墓

12基，石蓋二1---.壊墓 5基が，用地区のF[乏で斐棺慕1基?石棺墓1基が検出されている。平成12年度の

範囲確認調査(J:J、下，目立範囲)(安楽2001)における原ノ久録地区の11区で翠棺慕1基，同地区の

10区で蓋桔墓 1基?用地区ので石棺墓i

H13範囲)(安楽2002)は涼ノ久保地区と

提13-1区で斐棺墓8基?石持基1基，

基，石:蕃土壊墓1基が検出されている。

されている。 平成13年度の範囲薙認識査(以下，

ノ木地民の2地在で、調査が行われている。そして原ノ久

1基が，主ノ木13-1 で護措墓5基，石棺墓1

このうちH8範囲のD.F 目立範囲の11区は「原ノ久保A墓域J，日12範囲の10・12r><:，およ

び五日範留の原ノ久保13-1 立は i涼ノ久保C墓域jとして弱気]されている註2)。今回の謁査地は，

この「毘ノ久保C墓域jの北に鋒接する地点となる O またH6石田緊急、の毘区，および、H13範関の詮

ノ木13-1区は[吉ノ木慕域jとされているC

「原、ノ久保C墓域jと[霞ノ木墓域jとの時には谷間があったことが， H13範囲における涼ノ久保

13~- 1区，および平成19年度の県道議査〔本報告〕における池田大原地i又の調査で想定されている。

現在は深江地となっている谷障が議へ紹く狭まりながら谷揮を形或するものと思われ，再「墓域JI土

空間的にほ分けされていたと思われる。「吉ノ木墓域jの主たる構築時期は牽棺の裂式より弥生時代

後期前葉から後葉にかけて， 1涼ノ久保C墓域jは同様に弥生時ft中期中葉から後期後葉にかけてと

判断される。今回検出された!京地区の童捻基は，「原ノ久課C慕域jにおけるそれと構築時期と泣壁

関係が近蝕している。そのため，今回調査した!京地区も含めて「原ノ久保C墓域jと判断してよい。

なお. H13範関における直ノ水13-1区の 1号石義土境墓フ 4号:斐指墓および5号室棺墓から出土

したご豆類が図面で報告されていなかったため，本報告を利用して報告することとする。

譲{環j豪)遺構

(環譲)遺構を調査年定額にまとめる。 日6石田緊急のE医で日郁夫遺構jとL されてい

る遺構1条は濠(環譲)と判断してよいと思われる c H 8範簡における池田大!京地区:の I誌で、濠1条

が確認されている。平成11年度の範関確認謁査における亘ノ木地区の3l豆で溝が検出され，これも

と考える。日16県道〔梓2006)における京ノ久保地区A調査地で、「溝状遺構jと報吉ーされている遺構

1条も譲(環濠)と思われる。 H18県道〔林2007)における地自大罪地況で濠2条が検出されている c

平成19年度の国福謂査{以下， H19国議)UI!娼2008)におけるf京地区で譲1条が検出されている。

このうち， l'奈の連続性が考えられるのはH18県道の 12号濠jと， H19国補の「濠jであるが，間

違講の開;こは現在[深江地jとなっている谷間が存在するため。 i亘結していたか疑問であるC しかし?

連続性を意識した一連の濠(環譲)であった可能性はあるのまた今回検出した{濠!と近いH8範盟

u支のj豪も，同様に谷間の存在で1亙結しないと判断される。

岳平成20年藍欝査(本報告)露地震における壇墓遺講および、譲について(Fig.63~64 Tab. 9 ~ 10) 

壊事遺構

今向調査を行った原地で検出された墳菓遺講について検討する。検討の際に指標としたのは遺講

の構築時期と主軸で、ある。遺構の講築時期は斐誌の型式で判断し，主軸;土壌葬時に遺体の頭部が向い

ていたであろう方位を，方誤報 (G.N)のjとから東への方位角で示した註3)。検討の温いは土壊墓

の構築時期を判断することである。土壌墓に含まれる資科i土産かであり，構築時期の判断は国難な状
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況にある。そこで，棄棺墓における擢築時期と主軸の関係性{または額向)を援用できないかと考えた。

員寺 其自

守]室副首議ケ雨一一一一一一
震i葬品・綴考

+-ート一歩

濠に切られる

所 5A可否瓦

τab.8の通り，翠棺墓の多くが弥生時代後期初頭から前葉に構築されていることが分かるが，構

築時期の違いが主軸の額rtlJに反映されているとは思えない。おおよそ東向きに主軸がとられていると

判断される程度で，かなりのばらつきが見られる O

次に，土壌墓の主軸について見てみる。 Tab.9の通り，土壌翠遺講は主軸に東向き，北東南き，

南東向きの3つの傾向があることが読みとれるO

言4 葬

τab.9 土壌華清報一撃表

'" "" 

鉄童話刀子1 土記r¥語版麗了

棄棺[墓;における構築時期と主軸の関連性(額向)が読みとれないため， 七壌墓の主軸{頃向から構築

時期は推測できない。また10号， 11号， 13号二iニ壊墓の覆土から時期判断の可能な資料が得られたが，

これから全体を検討することも難ししミ。例えば， 10号土壊墓から出土する土器片は後期E期， 11号土

ら出土する土器片は中期百期と型式的に判断されて十ti対的な時期差を想定できるが，主軸はと

もにi斗じく東で違いがない。
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Fig.64 土壌纂主軸別国

報告遺構名

1号籍式石棺墓

略称 i 長幸喜 i 短斡 | 主戦角度
(cm) I (cm) G.N-G.E 

.~----~ ----~--

S1 81 51 68 北東 G 

Tab.lO 籍式石轄募増報一覧表

認葬品
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Tab暢 11 平成20年産譲査土器観察表
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内面.:5子治ナデ

τab窃 12 平成20年度調査土器観察表安

Tab国13 平成20年産調査吾器観察表

τab包 14 平或20年震調査鉄器罷察表
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i註}
1.宮崎編年でi土以下のように型式分類されている{以下，弥生時f主人前期 I期前期後葉:板材IIb

式古段F昔、J，話題E期 l=前期終末:板付IIb新段階)，中期 I期(ニ中期初頭域ノ越式入中期E顛

(=中期議案:須玖I式古段賠)，中期E期(土中期中葉:須玖I式新段階)，中期五7期(中期後葉:須

玖豆式古段階人中期V期(中期終末:鎮玖立式新設措)，後期 I鍔J(=抜期初頭:高三瀦式古段階)， 

後期豆類(=後期言言葉:高三瀦式新段階)，後期盟期(ェ後期中葉:下大限式古段階)，後期N期(=後

期後葉:子大i望式室長段階)，後期V期(ニ長期終末:西新式古段鴇)。

2. I原ノ久保B慕域jは，昭和52年疫の長崎県教育委員会による識査で，小川Jllの南側丘睦上で確認され

た斐指墓2基を中心に

資料で， r原ノ久保A
されている{安楽・藤田1978)。この斐椋墓は弥生時代終末期(酉新式〉の

と時期が異なる。

3.方眼jとと真、北の誤差:は極寵かであるため，特に修正は必要ないと判断した。

{参考文献}

小田富士雄 (985)li九州吉代文化の形成(上)誌:生・古墳時代j学生社

安楽 勉・藤田和裕(1978)r諒の辻遺跡j(長崎県文化財調査報告書第37集)長崎県教育委員会
森田 勉・稜m賢次部(1978)r太宰府出土の輪入中間関磁器についてJr九州歴史資料語研究論集4j
JIl日洋子 (995)r原の辻遺跡豆j(石田町文化財保護協会調査報告書‘2集)長崎県石田町丈化財保護協会
Ul下英明・Jll口洋平(1997)r原の辻遺跡j(原の辻遺跡議査事務所調査報告書1集)長崎県教育委員会
宮崎貴夫(1999)r涼の辻遺跡J(原の辻遺跡調査事務所調査報告書:11集)長崎i早教育委員会
安楽 勉 (2001)r原の辻遺跡(原の辻遺跡調査事務所調査報告書22集)長崎県教育委員会
安楽 勉 (2002)r涼の辻遺跡;.1 (原の辻遺跡調査事務所調査報告書25集)長崎県教育委員会
福田一志・小玉友?な (2OG4)r原の辻遺跡j(原の辻遺接調査事務所、調査報告書27集)長崎県教育委員会
掻LJ達也 (2005)r翠桔と弥生時代年代論j(捻出頭j
林 経広 (2005)r原の辻遺跡j(原の辻遺跡調査事務所調査報苫蓄29集)長崎県教育委員会

(2005) rv遺物l. 土器Jr原、の辻;遺跡総集編 IJ(長崎毘教育委員会)
林 隆広 (2006)r原の辻遺路、(原の辻遺跡調査事務所調査報告書:32集)長崎県教育委員会
林 隆広 (2007)r原の辻遺跡(原の辻遺跡i調査事務所議査報告書37集)長崎県教育委員会
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原の辻遺跡(池田大原地区)における自然科学分析

株式会社古環境研究所

し花粉分析

仁はじめに

花給分析は，一般に低護地の堆嶺物を対象とした比較的広域な撞生・環境の譲療に忠毘されており，

遺跡調査においては遺構内の堆讃物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。花斡な

どの摺物遺体は，水成堆護物では保存状況が良好であるが，乾燥的な環境下の堆積物では分解されて

残存していない場合もある O

2.試料
分析試料は，池田大原地区2尽 111事壁の8層から11層までの層準から採取された計4点である C

試料採取箇所を分析結果の模式柱状習に示す。

3.方法
花粉の分離抽出は，中村 (1973)の方法をもとに，以下の手顕で、行ったo

1) 0.5% 1)ン援三ナトリウム(127]()接被を加えて15分間、湯葉

2)水洗処理の後， 0.5mmの誌で、擦などの大きな粒子を取り除き，i土j殻i去で砂粒を除去
3) 25%フッ化水素酸i容液を加えて30分放軍

4)水洗処理の後， 71<酢酸によって脱水し，アセトリシス匙理(無水酢酸9:濃硫酸1のエルドマン

氏液を加え i分間湯煎)を施す

5幻)再び

6) i.沈忠謹に石炭酸ブクシンを加えて染色し，グリセ 1)ンゼリーで封入してプレパラート作成

7)検鏡・計数

検鏡は，生物顕微鏡によって300~1000倍で行った。花粉のi可定は，島倉(1973) および中村(1980)

をアトラスとして，所有の現生標本との対比で、行った。結果は同定レベルによって，科，亜科，属，

亜属，節および種の賠級で分類し，複数の分類群にまたがるものはハイフン(一)で結んで示した。

イネ議について辻，中村(1974，1977)を参考にして，現生標本の表面模様・大きさ・子L.表層断面

の特徴と対比して同定しているが，僧体変化や類似種もあることからイネ属型とした。

4.結果
(1) 分類群

出現した分類群は，樹木花粉28，樹木花粉と草本花斡を含むもの 4，革本花粉21，シダ植物抱子2

形態の計55である。なお，寄生虫卵は検出されなかった。分析結果を表1に示し，花粉数が100個以

上計数された試料については花粉総数を基数とする花粉ダイアグラムを示した。主要な分類群につい

て顕鍛鏡写真を示す。 w、子に出現した分類群を記載する。
〔樹木花粉〕

マキ麗，モミ屠，ツガ属，マツ属擾維管東亜屠，スギ，イチイ梓…イヌガヤ科ーヒノキ科，ヤナギ
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震，クルミ属，ハンノキ属，カバノキ属，クマシデ属 アサダ，ク 1)，シイ属 マテパシイ属，コナ

ラ属コナラ亜属，コナラ属アカガシ亜属，ニレ属ーケヤキ，エノキ麗ームクノキ，サンショウ属，キ

ハダ属，ウルシ属，モチノキ嵩，ブドウ属，ツバキ屠，モクセイ軒， トネリコ罵，タニウツギ属，イ

スノキ震，スイカズラ属

〔樹木花粉と草本花殺を含むもの〕

クワ科ーイラクサ科，パラ科，マメ科，ニワトコ属←ガマズミ属

〔草本花粉〕

ガマ寓 ミクリ属，サジオモダカ露，オモダカ属，イネ科，イネ属塑，コムギ，カヤツリグサ科，

イポクサ，ミズアオイ属，タデ罵サナエタデ節，ギシギ、シ属，アカザ科 ヒコー科，カラマツソウ嵩，

アブラナ科，ササゲ高，チドメグサ亜手Lセリ重科，タンポポ亜科，キク重科，オナモミ属，ヨモギ

震

〔シダ植物龍子〕

単条溝胞子，三条溝越子

(2) 花粉群集の特懲

下位の11層では，鶴木花粉より草本花粉の占める割合が高い。草本花粉では，イネ科(イネ属型を

含む)が優占し，ヨモギ屠，カヤツ 1)グサ科，ミズアオイ属などが伴われる O 樹木花粉では，エノキ

属ームクノキ，ク 1J，コナラ属アカガシ軍属，シイ罵 マテパシイ属，コナラ展コナラ亜属などが認

められた。 10震から 9層にかけては，草本花斡のヨモギ罵が増加し，イネ科(イネ属型を含む)は減

少している。また，コムギ，ササゲ属，および樹木・草本花粉のクワ科ーイラクサ科，マメ科が認め

られた。樹木花粉では，エノキ属 ムクノキが減少している。 8層では，草本花訟のイネ科(イネ属

型を含む入ガマ属ーミクリ属が増加し，樹木花粉のクワ;ま減少している。

5醤花斡分析から推定される植生と環境

下位の11層の堆積当時ほ，おもに水自が分布していたと考えられ，その慰問にはオモダカ属，ミズ

アオイ議などの水田雑草，題還の比較的乾喋したところに辻ヨモギ震などの草本類が分布していたと

推定される O 森林撞生としては，毘辺地域にカシ類(コナラ属アカガシ軍属人シイノ罷ーマテパシイ

属，エノキ属 ω ムクノキ，ク 1)，ナラ類(コナラ属コナラ亜属)などが分布していたと考えられる O

10層から 8層にかけては，コムギ¥ササゲ嵩，および知作雑草や栽培撞物を含むアブラナ科が認め

られ，ヨモギ属が増加していることから，水田とともに摺も分布していたと誰定される。題辺地域の

森林植生には宅とくに大きな変化は認められないが， 10層ではエノキ属ームクノキが減少し， 8層に

かけてはクリも減少したと考えられる O

文献

金原正明(1993)花粉分析法による古環境復原.新腹立i代の日本第10巻吉代資料研究の方法，角川書}瓦
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原の辻遺藤池田大原地区における詑粉分析結果

分類群
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1[.珪藻分析

1.はじめに

珪藻は，珪酸質の被殻を有する単組砲植物であり，海水域や淡水域などの水域をはじめ，湿った土

壌，岩石，コケの表面にまで生息している。珪藻の各分類群は，塩分濃度，酸性度，流水性などの環

境要因に応じて，それぞれ特定の生息場所を持っている。珪藻化石群集の組成は，当時の堆讃環境を

反映しており，水域を主とする古環壊護原の指諜と Lて利思されているつ

2.試料

分析試料は，池田大原地[R2区一11j有壁の8層から11層までの層準から採取された計4点である。

試料採取笛所を分析結果の模式柱状国に示す。

3.方法

以下の手Jlla:で，珪藻の抽出と同定を行った0

1)試料から 1 を秤量

2) 10%過酸化水素水を加え，加温反応させながら l晩放軍

3 )上澄みを捨て，縮粒のコロイドと薬品を水洗 (5~ 6毘)

4 )残遣をマイクロピペットでカバーグラスに議下して乾操

5 )マウントメディアによって封入し，プレパラ}ト作成

6 )検鏡・計数

検鏡は，生物顕綴鏡によって600~1500培行った。計数は珪藻被殻が100個体以上になるまで行い，

少ない試料についてはプレパラート全面について糖査を行った。

4.結果

(J) 分類;群

出現した珪藻は，黄土星性種(淡水生種)42分類群である。分析結果を表1に示し，珪藻総数を基数

とする百分率を算定したダイアグラムを国 1に示す。珪藻ダイアグラムにおける珪藻の生態性につい

てはLowe(1974)や渡辺 (2005)，控生珪藻については小杉(1986)，環境指標種群の海水生種から

汽水生種については小杉(1988)，淡水生謹については安藤 (1990)の記載を参燕した。以下にダイ

アグラムで表記した主要な分類群を記し，主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔貧塩性撞〕

Cαloneis aerophilc，トsublinearis，Cymbella silesiaca， Cァmbellatumida， EunotωminOl; Eunotia pseudoserra， 

Gomphonema acuminatum， Gomphonema clavatum， Gomphonema gracile， Gomphonema parvulum， Gon宅pho-

nema sphaerophorum， Gomphonema truncatum， Hantzschiaαmphioxys， Navicula elginensis， Navicula mutica， 

Neidium ampliatum， Pinnularia gibba， Pinnularia microstauron， Pinnularia subι‘ommutata， Pinnularia viridis， 

Rhopalodia gibberulaタ Tabellariafenεstrata-flocculosa 

-114 



(2) 珪藻群集の特撮

下伎の11層では，珪藻が;まとんど検出されなかった。 10層では，すべての珪藻が貧塩性種(淡水生

種)であり，笹生珪藻の占める部合が高く，真・好流水性種，流水不定住種，真・好J1::.水性種と続く。

陸生珪藻ではNaviculamuticaが高率に出現し，Hantzschia ar叩hioxysが伴われる。真・好流水性種で

はGomphonemaparvulum，沼沢湿地付着生環境指標種群のNaviculaelginensisが出現する。 流水不定

性種ではPinnulariasubcommutata， Caloneis aerophila-sublinearis， Eunotia pseudoserra， Gom1ヲhonema

clavatum， Rhopalodia gibberula，沼沢湿地付着生環境指標種群の Pinnulariaviridisが低率に出現する。

真・好止水性種では詔沢器地対着生環境指標種群のEunotiaminoζG仰がonemagracile，野止水性種

のNeidiumampliatum， Pinnularia microstauronが低率に出現する。 9層で;土，珪藻審度が抵く，真，女子

止水性麓が優占L，流水不定性種などが伴われるO 真・好止71ぇ性種で、は沼沢湿地付着生環境指標襲群

のTabellariafenestrataてがOcculosa，Gomphonema acuminatum， 立子止オd主主重の Gomphonema truncatum， 

Gomphonema sphaerophorum， Cymbella tumidaが比較的高率に出現し，沼沢混地付着生環境指標種群の

Eunotia minor， Gomphonema gracile，好止ァ:/('1'生種のNeidiumampliatumが伴われる。流水不定性種では

Cymbella silesiaca，詔沢湿地付着生環境指標種群のPinnulariagibbaなどが出現する。 8層では，珪

藻が検出されなかった。

5.珪藻分析から推定される堆積環境

下位の11震では，珪譲がほとんど検出され辛かった。珪藻が検出されない原田としては，詰藻の生

育に適さない乾燥したt差額環境であったことや，水流や粒径による謁汰・選3Uを受けたこと，土層の

堆積速度が速かったことなどが考えられる。また，集約性の高い水田では，主主:酸濃度低下のため珪藻

殻が形成されなかったり，珪藻殻がi容脱して残存しないこともある。

10層の堆積当時は，流水の影響のある詔沢湿地，水草の生育する不安定な滞水域，湿i関な陸域など

の多様な環境が，共存も Lく辻繰り返されていたと推定され，水田域もしくはその毘辺の環境が反映

されていると考えられる o 9層では，珪藻密震が低いことから，堆積環境の詳細な推定は詞難である

が，水草の生育する設い水域が示唆される。 8J，暑では，珪藻が検出されなかった。珪藻が検出されな

い原因としては，前述のようなことが考えられる。
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原の辻遺跡池田大原地区における珪藻分析結果
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原の辻遺跡(間操地区)における花粉分析

株式会社占環境研究所

1.，まじめに
花粉分析は，一般に抵湿地の堆積物を対象とした比較的広域な植生・環境の復原に応用されており，

遺跡調査においては遺講内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。花粉な

どの植物遺体は，本或堆積物では保存状況が良好であるが，乾燥的な環境下の堆積物では分解されて

残存していない場合もある G

2回試料
分析試料は，関繰地区トレンチ①南東壁の3層から 7層までの層準から採攻された計7点である O

試料採取笛所を分析結果の護式柱状図に示す。

3曝方法
花斡の分離抽出は，中村(1973)の方法をもとに，以下の手JII買で行った 0

1) 0.5%1)ン酸三ナトリウム 02本)港液を加えてお分開湯藻
2 )水洗処理の後， 0.5踏の簡で、礁などの大きな粒子を取り除き， i尤j駿j去で砂粒を除去

3) 25%フッ化水素酸j館長を加えて30分故寵

4 )水洗処理の後，えk酢醸によって説水し，アセトリシス処理(無ゐ水酢酸9:濃硫酸Iのエルドマン
氏液を加え 1分間湯議)を施す

5幻)再び

6) i.沈主法に石炭酸フクシンを加えて染色し，グ1)セリンゼリーで封入してプレパラート作成
7)検鏡ー計数

検鏡は，生物顕搬鏡によって300-1000倍で行った。花粉の[司定は?島倉(1973)および中村(1980)

をアトラスとして，所有の現生標本との対比で行った。結果は制定レベルによって，科，亜科，属，

亜属，節および種の階級で分禁し，複数の分類群にまたがるものはハイフン(---)で結んで示した。

イネ属については，中村(1974，1977) を参考にして，現生標本の表面模様・大きさ・孔・表層断面

の特鍛と対比して同定しているが， f間体変化や類似種もあることからイネ属型とした。

4.結果
(1) 分類群

出現Lた分類群は，樹木花粉25，樹木正和と草木花粉を含むもの4，草本花粉26，シダ植物胞子2形

態の討57である。また，寄生虫卵4分類群が検出された。分析結果を表1に示し，花粉数が1001霞目、

j二言「数された試料については花粉総数を基数とする花粉ダイアグラムを示した。主要な分類群につい

て皇室後鏡写真を示す。以下に出現したす類群を記載する。

〔樹木花粉〕

モミ属，ツガ属，マツ罵複雑管束亜属.スギタイチイ科 イヌガヤ梓ーとノキ科，ヤナギ罷， ノグ

ルミ，ハンノキ議，カバノキ罵ラハシバミ罵，クマシデ罵ーアサダヲク lJ，シイ罵ーマテパシイ属，

ブナ属，コナラ属コナラ亜属，コナラ寓アカガシ属，ニレ罵ーケヤキ，エノキ罷 ムクノキ，サン

ショウ属，ニシキギ科，ムクロジ属，ブドウ属ヲモクセイ手}， トネワコ寓，スイカズラ属

〔樹木花粉と革本花粉を含むもの〕

クワ科ーイラクサ科，ノtラ芋iマメ科，ウコギ科
〔草本花粉〕

ガマ属 ミク 1)属，サジオモダカ属，オモダカ属，イネ科，イネ屠型，カヤツ 1)グサ科，イボクサ，

ミズアオイ属，アヤメ員，タデ属サナエタデ節?ギシギシ属，アカザ科ーヒユ科，ナデシコ科，キン



オオパセワ立!1科，チドメグサ亜科，
門
モ

、
ン
ヨ

とアカパナ宇jv

オナモミ

ウゲ属フカラマツソウ

コ属令ゴキヅ?入タン

〔シダ語物子〕

11ミ持がほとんと、投:引されなかった。 61膏から 5層にかけては，草本花絵の占める

イネ科(イネ属型を含む)が穫liしラアブラナ手ivセ 1)亜科，およ
クワ積一ーイラクザ科などが伴われるG 樹木花粉ではp シイ属 マテパシイ摂コナラ

ク1)，スギ。マツ属議雑管束蓮震などが低率に出現する c 4 b 震では，イネ務(イ

し?ヨモギ属は減少している。またヲ寄生虫卵のカピラリアがわずかに検出さ

コナラ建アカガシ震が増加しタ イネ二科(イネ属型を含むまやや減

イネ科(イネ属裂を含むんアブラナ手Lおよび揖:本;・草本花訟を含むクワ
関本花訟のコナラ属アカガシ亜認は減少している。また，回虫卵ヲ鞭虫卵

カピラリアヲ不明虫搾

と
されなかった。 花替が寺会おされない軍国としては，乾:操もし

されたこと，日露の堆積;~主震がj宝かっ

ー選~Ijを受けたことなどが想定される。

ヨモギ棋やイネ科などの草本類が生育する日当たりの良い比較的乾4操し

イネ科ーにはイネ属型が浮わ *B1雑草のオモダカ属， ミズアオイ寝3ラ
アブラナ科も認められることから，居間には水田や婦が分布していc九

たと設定される。

森林植生として;主国道地域にカシ

スギなどが元、右していたと考えられる乙

4 b辱から 3 にかけてほ，水田や地が拡大したと:考えられラ関関の比較的乾:燥したところにはヨ

モギ属ヲイネ芋i-，クワ科、 イラクザ科(カナムグララカラムシ)などの草本類が分布していたと

される。間近地j或の森林植生には? とくに大きな変化は認められないがア 4a層で;ま♂寺的にカ

が増加した可諮カτ考えられるコ

3層ではヲ寄生虫卵の虫，

由来するものではなく?

も中関需主を必要と

呂する

クリアーマテパシイシイj ， (コナラ麗アカガシ

鞍;虫卵が検出さ

における

した

とする

角川

p.187-193. 

248-262. 
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三， f弓成社ヲ p.151-158.
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.三1.5

パレオ@ラボ AI¥/lS年代灘定グループ

-蜜CfBょと史・

ZaurLomぬ.tidze金 Inez立

-小林紘一一

。中村賢太部

長崎県壱I1長島にもtL遣する芦辺町原調査ばより検出された試料についてラ加速器貿量分析法 (AMS

による故与す性炭素年代i~IJ定を11'つ

試料ーの調製は麿出歩瀬容 Lomt註tidze，註測定l土伊藤，丹生.小林が行い，報告文は伊藤，

仁l'村がした。

2.読料と

タは表1のとおりである。

の五γ層豪堤ゴ:下部の③}誌譲理士上部の(1)1歪である。吾弱から誌耳えされ

を洗浄し?良化材を揺出したn 炭fと材iま綴小であったため，複数の小片をあわせて認定に供し

た。また，炭化材はいずれも部位不明である。

は

灘定した。

加速器質量分析討 (J'¥レオ e ラボ p コンパクト AMS:NEC製1.5SDH) を用いて

3盟

三〉

ていない歪であり?

について同位{本分別効果の福正を行った議，年代タ!苔年代を算出した。

表 1 灘定試料処理

Pに)苦Lミる

て) ¥. 

i可fi}ぐ件よと

をえめ

された

-124 

前処理

{塩酸:1. 2N， Jl( 

: L2NJ 

同{立体分別効果の福正を行って

した年代を暦年代に較

に月Jいた年抗菌;ま年代位?誤差:を

を思いて を行うため



に記載したの

年代辻 AD1950年 にして荷年前かを示し ある。 年代 の算出には，

の半減期として の半減期5568年を使期した 3 また，付記したで年代誤差(土 10")ま，認定の

ミて算出され?試料の年代がその 2% 

であることを ものである。

な は以下の通りである。

露年較正

容年較lEとは，大気r:j:1の 濃度が‘定で半減期が5568年として算出された14C年代に対L，過去の

宇宙隷強度や地球議場の変動による大気中の 濃度の変動?及び半減期の違いの半減期5730=1::

40年)を較正することで，より実黙の年代鎮に近いものを することである。

1σ麿年代

に相当する68.2%信頼臨界の省、年代範i週

は95.4%信頼訣界の暦年代範密である。カッコ内の百分率の植は，

なお，を{吏用しタ:INTCAL04) ;!C年代の!語年較正には OxCa14.0(較正菌

範囲は， OxCal をi吏揺して算出された;;C

でありタ同様に 2σ ヴ
'アー、

の範囲内に唇年ftが入る
J-

ゥr る。グラフ中の縦軸との曲議i土日C年代の確率分布を示L，二

重品i隷はj膏年較正曲線を示す。それぞれの暦年代範嵩のうち， その確率が最も高い年代範囲について

;ま?表中に下線で示してある。

表2 設射性麗素年代灘定及ひi麗年較互の結果

PLD-1l219 

PLD-1l220 

PLD-1l221 

ヰ堕 考察

8日C
(記。j

27.68::!::0.15 

28.53::t0.19 

27 63::!::O.18 I 

経年較正沼年代
(yrBP::t 

1955土26

1844::t24 

1366::!::22 

ついて?開設捧分別効果の祷正及

℃年代
(yrBP::t 1σ) 

1845土25

1365こ仁20

や

131AD(68.2%)214AD 

36BC (1. 2% )30BC 
22BC(2.6'7iらHmc
2 BC (87. 2% )88AD 

104AD (4.4 %) 121AD 

86AD (4.9%) 106AD 

121AD(90.5%)239AD 

650AD (68.2%) 666AD [ 637 AD (95. 4 %) 683AD 

てコ 2σ容年代範留に着目して結果を

理する c 騒年較正の結果と弥生時代の考古学編年との対ri5関係については，春成・今村編 (2004)， 

f!Y本編 (2006，200引を した。

N腎採取試料 (PLD-11219)の2a腎年代範囲はラ 36-30caJBC(1. 2%い 22-11calBC 6%い 2 

caJBC→88calAD (87.2%人 104-12lcalAD 4%)で，弥生時代中期から後期に相当する。

j豪の埋土採取試料のうち， 下部 11220)は， 121-239ca1AD (90.5%) よび86

-125-



106calAD (4.9%)で，弥生時代後期に相当する。上部(色層)試科 (PLD-11221)は， 637-683calAD 

(95.4%)で，古f長時代終末期に担当する O

なお，ヌドオオの年輪は内舗であれば，枯死・岱採年よりも古い持期に形成されており，古い年代を示

これ辻吉木効果と呼ばれる。今回はいずれも部{立不明の小片の炭化材を溺定したため，古木効果すc

を考麗する必要があるO
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5.82% proba倒的
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花粉分析

鈴木 茂(パレオ・ラボ)

上はじめに

涼の辻遺跡原地区において行われた発掘議査で濠が検出されタその埋穣、土壌が採取された。以下に

はこの土壌試料を用いて行った詑斡分析結果について示L，豪}苦辺の古植生について検討した。

2膏試料と分析方法

試料は，濠の下部③層(試料8)と上部の@層(試料2)の2試料である。これら 2試料泣いずれ

も黒褐色の粘性の高い土壌で，小さな空隙が散在しているのが観察される。またj衰の埋積土壌を用い

て年代認定が行われており， 2σ騒年代範屈で高い確率の年代を示すと，③愚 (PLD-11220)で121-

239calAD (90.5%)が，また①層 (PLD-11221)で637円683calAD(95.4%)が得られている(年代

溺定の節参照)。これら 2試料について.l2J、ドのような手)11互にしたがって花粉分析を行った。

試料(i"1f重約5g)を遠沈管にとり， 10%の水酸化カリウム溶液を加え20分間湯読するO 水洗後，0.5
問自の誌にて植物遺体などを取り除き， 1頃斜法を用いて粗粒砂分を除去するO 次に46%のフッ化水素
接溶液を加え20分開設費する。水洗後，比重分離(比重2.1に調整した臭化亜鉛語読を加え遠心分離)

を行い.浮遊物を回収し，水洗する。水洗議，酢A離主主理を行い，続けてアセトワシス延理(無水酢酸

9 : 1 i農琉駿の割合の詫駿を加え3分間湯煎)を行う。水読後ヲ残盗にグリセリンを加え保存用とす

る。検鏡はこの残法より適宜フcレパラ トを作成して行い，その際サフラニンにて染色を施した。

1 分析結果

検出された花軒・鞄子の分類群数Li，樹木花粉5，草本在粉8，形態分類を含むシダ樟物組子3の

緩:言t16である。これら花粉・シダ植物胞子の一覧を表 1 に，それらの分布を ~1 に示した。なお分布

国は全花粉胞子総数を基数とした百分率で示してある。また，表および図においてハイフンで結んだ

分類群はそれら分類群間の区別が習難なものを示している。

検境の結果，保存状態はかなり悪く，得られた花粉化石数，分類、群数共に少ない結果となった。特

に撞木花粉は少なく，多い方の試料2でやっと10錦体を越えた程震である。餌々にみると，試料2で

はイネ科が最も多く，次いでタンポポ亜科，ヨモギ属が多く得られている。またソパ属も 3僧体得ら

れているが，観察された化石はすべて被片であり，それらをまとめて3儒体分としたものである c 樟

オ"-11::粉ではシイノキ嵩 マテパシイ高近f品種(以議シイ類近似整と略す)が最も多く得られているが，

保存状態が悪く，シイ類と確定できなかったことから近似韓を付したものである。そのf也コナラ嵩

のコナラ亜寝，アカガシ霊震とジンチョウゲ科，がわずかに観察されている。

試料8では樹木花斡の検出数，分類群数がさらに少なくなっており，シイ類近朝、種とコナラ亜属が

わずかに得られたのみであった。草本花粉のタンポポ亜科が非常に多く，出現率は80%を越えており，

花斡塊も認められた。その抱ではイネ科が約6%の出現率を示LているC

4寄譲摺辺の古埴生

上記したように花粉化石の保存状態はかなり悪く，得られた在斡化石数，分類群数共に少ない結果

であった。このことは多くの花較が地表に落下後，紫外線や土壌バクテリアまどによって分解語失し

ていることを示していると考えられる。こうしたことから図 1に示した在続分布図については参考程

度にみて環きたい。そのをか，試料8においてタンポポ亜科が非常に多く検出されており，花粉塊も

観察されていることから，年代澱定結果より弥生時代の後期から許末期墳の濠近辺に辻タンポボ亜科
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が多く生育していたと控期される。

その設の号層堆積期患の年代よりさ壊時代打の議題辺ではイネ科?カラマツソウ属，アブラ

ナ科ヲヨモギ属，ヨモギ罷を詰くf患のキク亜科9 タンポボヰE科?シダ植物などの雑草類が生育してい

たとみられる O また破片で、はあるがソパ嵩が検出されておりラこの持揺ソパの栽培が行われていた可

能性が推察される。昂i互i王陵部に辻アカガシ亜属やシイ類の照葉習や落葉広葉爵のコナラヨ毒p

f正木のジンチョウゲ科が生育していたと誰泌される O
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